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八丈島樫京方言の記述
（その2）

第2章樫立方言の自然会話の一例
第3章樫立方言の音声

青柳精 三

第2章樫立方言の自然会話の一例

本章では，樫立の言語生活の現実態の1断面であるひとつの自然会話
(MT会話と略称）がどのように展開されるかを示したいと思う。また，
ロベ《フェニックス・ ロベレニー》， ナベル《植える》， コシ《海岸へ落ち
ていく急斜面と崖》， ヒローノクサ《牛の飼料となる雑草》， アッチャーガ
ラ《あじさいの木》等， の八丈語特有の生活語詞が使用されている現実態
をこの会話を通じて確認したいと思う。
この会話の収録状況については「フィールドの歩み」第5号， 1974年，

3～4頁に記してあるので以下に引用する。ただし， 〔 〕内は本書のため
に補足したもので原文には記されていない。

〔昭和47年] 10月11日午前6時頃, [樫立川城羅の民宿ゆとり荘〕の
たかてる

玄関前で〔民宿の主人〕奥山和昭さん〔昭和4年生れ〕の声。 〔青柳は〕
テープレコーダーを持って飛び出す。近所の山本政三さん〔明治25年生
まれ〕が寄られたのである。和昭さんは，私の録音がしやすいように，
また長く話していってくれるようにという配慮から，玄関の上がりかま
ちに坐るよう政三さんを勧める一方， 〔和昭氏夫人の〕栄子さんはお茶
を出す。私〔＝青柳〕も家に上り，二人の背後に控え， うなずきながら
録音を続ける。
話の内容は，政三さんが，何年か前に〔＝昭和20年秋頃〕山中[=政三

氏所有の切替畑〕でお骨を拾い，無縁仏として手厚く葬ってあるという
ことである。そのお骨は，戦時中，樫立に滞在していた軍人のものであ
った。その軍人は上官に叱られ，それを苦に自殺したのだという。近く
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その関係者が観光を兼ね供養に来島することになった，などと語られて
いる。録音状態といい，話の内容といい， これ以上は望めない貴重な自
然会話を録音できたことは， 「ゆとり荘」の皆様の協力のお蔭であった。
今日は午前10時出航の船で離島することになっていたので， くわしく
解説をして頂けなかったが，後日を期すことにする。政三さんには校名
入りのタオルとお土産を〔和昭氏の母〕おなよしさんに届けて頂き，謝
意を表した。政三さんは「録音していたとはちっとも知らなかった」と
驚いておられたとのことだった。
録音時間は約20分。音声記号は片仮名表記に対応するように配置したの
で，分ち書きされていても実際の音声は切れ目なく続いている場合が多
い。そのような箇所には＝を記入し，音声連続に切れ目のないことを示
す。音声全般の詳細については第3章を参照されたい。

T*side =ora: #**som=bo:Jtoka･ k:imm6=mfandolImono =
あイデオラー， ソノ， ボーシトカーキルイノ ウグァンドァモノ
それでそれは，その’ 1帽子とか 衣類の ようなもの（が）

’
sonomama od3aIi ＝ ，ja？
ソノママ オジャリ ヤ。
そのまま ございましたか。
*Tは奥山和昭氏（昭和4年生まれ) Mは山本政三氏(iﾘ]治25年生まれ）
＊＊＃はやや長い休止を示す。

､L
M 'k｡jxmiwanakkedoXYa=bo:TIT"aml bo:jini･[a?]**sa"uI'ni?

キルイワ ナッケドァガボーシガアル*oボーシニーサイフニー,
衣類は ないが 1帽子があった。 I帽子に 財布に，
＊アルは言い誤りではなく，過去を示す。アララと言ってもよい。

＊＊ ［ ］内は，言いかけ， どもり等。
6ikaIa･ t<abaXmbsmi9aRErlaka=aiiIIHKZ=uI6andoXmonoYa=
ぃｶﾗｰﾀﾊﾞｺﾉ ｽｲｶﾞｹﾀﾞｶｱﾝﾀﾞｶ ｳｸﾜﾝﾄｧﾓﾉｶ
それから煙草の 吸いかけだかなんだか， あんなものが
aﾕoX =YE (o: : :ノ)*
アロァ ガ。 （オーー)＊
あったが。 （ほほう）
＊ （ ）は聞き手の仙槌，短い反応を示す。
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E*sono=otlao =agar1naYara

ゾノ オチャオアガリナガラ。
そのお茶を 上りながら。
* EはT氏夫人。昭和4年生まれ。大賀郷火皿l l_|身。

、k
Md3mZsaYa =,ka =mitJk?'te: !Xa:fa

ジュンサガ クワ ミチケテー ワーラ
巡査が 〔私でなく〕見つけて。 私は

soIeYa

ソレガ

それの

tonallnl＝

トナリニ

隣に
、4

=iXmIakam,Eho=danni=a.IoX =doXi,te:
ｲｸﾗｶ ｳｴﾉ ﾀﾞ ﾝﾆｱﾛｧ ﾄｧｲﾃｰ｡
いくらか 上の 段に いた んだから。

ノ
a？ ＝sono＝bo:Ji訂a:Ya ＝,m：
ァ。 ソノ ボーシンシャーガ ノア。
あつ･その ’|唱子などが ね？
、~ 、4ユ
oi enm seki: =tskkaYatte =90:3aJanJ,nJa: K(kokOkon#

オイ。あヌ さキーー ツッカガッテゴージャランニャー。 ココン。
ああ。あのそこへ登って 御覧になったら。 ここに。

、ム
!gUFho=d3ulZgZWr=dOXr=jat!t?=Ewa･ (A:) sont<9k[1no[go?]
ソーノジュンサワー ドキーヤッタカワー(あ一） ソントキノ
その那杳は どこ'、やったかは， その時の
klfJF ,WH-lejqIi=hりETIF='da王了面!mi可面a=,…==3a ==
.1､ｱ ﾜﾚﾖﾘ ﾎｶﾆｬｰﾀｰﾚﾓ ﾐｰﾝﾅ ﾅｯｹ ジャ｡
ことは私より 他には 誰も 糸んな いないよ・

、
,nakkedoXi1te: k(kokOImae=sontJo:sandaJIa……不明……
ﾅｯｹﾄｧｲﾃ一 ｺｺﾃﾞｿﾝﾁｮｰｻﾝﾀﾗ･…･ ･
いないのだから。 ここで村長さんだ……

T

M

／7
(ja?)
（ヤ｡）
（え？）

=d3a
、●

号／ヤo

ね。

=03aJannIu

オジャランヌ

ございましょう

ofZ: =Jm:sen!tr9kmgode
オラー シューセンチョクゴテ
それは終戦直後で

T



36

｜－Jm:sentj.9kmgo seZso:Ya =6WZRE =5rrr'YuI－1m:sentj,9km9o sezso:Ya ＝owatte ＝suIYuI
シューセンチョクゴ。 センソーガオワッテ スグ。
終戦直後？ 戦争が 終って すぐ？
、

、 ノ
Mo: =sofandaIannuI: d3a !dOXTI=ham=uIkUmwad茸a

オー， ソグヮンダランヌージャ。 ドァガ ハブ ウクニワ
ああ， そうだろう ね。 だが もう あそこには

~ﾌ、

he:taiJa:… mk[uwa=33intJidaxoX=3a=iIT=EMi
へ一タイシャー…ウクワ ジンチダロァジャノァウグァン。
兵隊たち あそこは陣地だったね， な， あのように？
、~
乳

T o: soYande =03a.xannm: =wanaE =rDrrmilTTE=
オー。 ソガンデ オジャランヌー ワ。 ンデ オラー ミンナ
はい。 そのようでございましょう。 それでそれはゑんな

、．
迅sono？ kaIadawa： honebakkarin＝natte ＝oでatta ＝1ka.？レ

ソノ カラダワー ホネバッカリンナッテ オジャッタ カー。
~ その 体は 骨ばっかりに なって いました か？

MhonebakkaJite =noﾊﾉｱ doXYa lJamDX .IEmI3Ja:Ya =
ホネバッカリテ ノア。 ドァガクヮンドァ フクインシャーガ
骨ばっかりで ねえ。 だが こんな 服などが

ノ
ikulJaka=hOfiEm=ku冠§Iamitte =am6Ya =TioXO

イクラカ ホネニ クッツキミッテ アロァガノア
いくらか骨に あちこちくっついていたが ね。
、●
~当

T E: ene munOkkiaIera=no/7
アー。あなヌノッキレガ ノ
ああ。あの布切れが ね。

MdoXYa
ドァヵ
だが

＝ha.Ia:？

ノ、フー

もう

[go?]god3[umm
ゴジューニチ

50日

smgitoXzo:te
スギトァゾーテ

過ぎたとのことで，

=ij.amo=
イシャモ

医者も



へ庁
DJ

~乳
、

03aJIoX =doi,te:
オジャロァ ドイテー。
おいでになったから。

了一

ra： 9＝sore＝Iifabeni＝noX／
アー。 あソレ シラベニ ノァ。
ああ。 アそれ調べに ね。
、

N
o:=[i][je･]=ilani: JtJo:tJo:ni ikara =,k<e:bumo:
オー。 イシャニーシチョーチョーニイカラ ケーブノー

ああ。 医者に 支庁長に それから警部の
、~さへ

sene=itlbanno=meno=｣､toni sannin=03aroXdoXi'te:
さなイチバンノウエノ シトニサンニンオジャロァドァイテー◎
その一番の 上の 人に 3人 おいでになったから。

、』 、4 漣
5: =5 =5; soIewa=9no: hOkkaido:kafateYamiYa=atte~ ｡

～ ～～

あ一・あ。あ一・ゾレワあノーホッカイドーカラテガミガアッテ
ん。 ん。ん。 それはあのう北海道から 手紙が あって

、~乳

T

M

T

mian=tanomoo3isammo=1･tte=od3a.xojiite soiandoX,Ya
ウガンタノモオジサンモシッテオジャロァイテソグヮンドァガ

ああ頼母おじさんも 言っておいででしたから,そんなですが，
、~弘

joJimittsanni k!ttotJI:=omJ":ni=ikiand3afoi,te:
ヨシミッツァンニキットチーオメャーニイキアンジャロイテー，

義光さんに 聞いてからあなたに会わなかったので，
~ナ
ー 一

nde =9no: =x?kaomo x.kamJ":[inimo=itte=sa･? eno=
ンデ あノーハカオモハカミャーリニモ イッテサー。あノ
それであのう 墓をも 墓参りにも 行ってさあ。あの

八

~ノ
ー

sa=sono=mmetf tamo:IoII =t9ko![i:
サソノ ウメテ タモーロァ トコリー。
さ，その埋めて くださったところへ。
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－

Mwafe =to.Ii =dalino: =obieta: =1･towa dg・xemo =haIa－

ﾜﾚ トリ ダリノーｵﾋｴﾀｰ ｼﾄﾜ ダレモ ハフ
ヘ･

私 一人 だろう， 知っている人は 誰も もう
、↓

mina =maIuldde=Jimatte =sa (A:) sontJo:saIZ1 ,Wi:
、4

ミナ マルッテ シマッテサ。 （あ一） ソンチョーサンワー
皆 死んで しまってさ。 村長さんは

、~乳

do:3Je3JC: =daIakke:to =omo:=,Ya:
ドージシェンシェーダラッケート オモーガー。

●

道寿先雄 だったかと 思う が。
ーノ

T sofandannm:wa=noX =antOkiwa
C 9

ｿｶﾞﾝﾀﾞﾝﾇｰﾜ ノア, アントキワ。
そうでしょう ね， あの時は。

Md3mZsawa=noX=dafe=datta=ka=s9ne=sofekafa=I,k'Luni']=
ジュンサワ ノア， ダレ ダッタ 力 さなゾレカラ イクニン
巡査は ね， 誰 だったか°そのそれから幾人

koXtta
O

コァッタ

変った

蛇

力

か

~
~

daIemo=obietoX =@mWa
ﾀﾞ ﾚﾓ ｵビエートァ ﾋﾄﾜ

へ●

誰も 知っている 人は，

一･

wa.Ie=,t､o､Imo

ワレ トリノ

私 一人の

wake=dan,no: =wa ,waEIano=mitlketoXdoXite wa"=
ﾜケ ダンノー ﾜ｡ ﾜﾗﾉ ミチケトァドァイテ。 ﾜﾗ
訳 だろう よ・ 私が 見付けたのだから。 わし

~ヘ

ノ

InuI: =mitIketoXdoXYa=noX=sofI5百万uIkuIa k?'tsttIjaYa
ヌー ミチケトァドァガノア。ゾノあらウクア カツヤガ
こそが見付けたのだがね。 そのあのあそこは克哉の

=daloliite=noX sont9ki'niwa (ar)ma,rF: =!Wagi:no=Pani=
ダロァイテ ノア。ソントキニワ（アー）マニャー ワギーノ ガニ
だったからね。 その時には。 今は 我家の ものに
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－画
naXJX=Ya (A?A) k?fgim"=damXVa =ena hixo:no=
ナロァ ガ。 （あ一あ） カツヤガ ダロァガ。 あな ヒローノ
なったが。 克哉の だったが。 あの牛の飼料の

、 、． 、
軸 乳 ~乳

kmsoパーzmts・ ＝ka1ox＝mondoX＝3a （A： ？A:） muIkajiwa
O

クソァ ズツ カロァ モンドァ ジャ。 （あ一あ一） ムカシワ
雑草を 日に1度刈ったもんだ よ・ 昔は

~卒 、ムーノ
=noa nde itsmmo=kaZIidete#enul=klgIsakaIi:=dete:
ノア。 ンだ イツモ カリデテ あヌ クサカリーデテー。
ね。 それでいつも刈り出て， あの草刈りに 出て。

Imba3Ite =mamaEZlteaxmto,wa amr =aimRa
コグヮンシテママカラー シテアルトワ， アシニ アニョカ
こうして 崖から していると， 足に 何か

（草刈りを）

mitoXni=ka
岬

ミトァニ クワ

見たら 何と

~~

華
舜
却

honen

ホネン

骨に

hendoX

ヘンドァ

変な

=monoYa=ata.Iolte: #

モノガ アタロイテー，

ものが 当るので，

｡－■

＝nltoA1te

ニトァイテ。

似ていたので。
、

X
T otja: =aYa' .Ie
オチャーアガレ。

お茶を あがれ。

kOffli:=otJa: =aYatte=o'd3ale
コッチーオチャーアガッテオジャレ。
こっちへお茶を あがっていらっしゃい。

hom5=OmFrVa=hanali=sono=hanalio otla; =aYatte=
ホント オメャーガハナシ ソノ ハナショ， オチャー アガッテ
ほんとあなたの 話， その話を， お茶を あがって

od5a.Ie
オジャレ。

いらっしゃい。
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M tji:tto =hanaj.te...不明…sQIeYa=no=kO:jm: =tf9koJo3anali
チーット ハナシテ ソレガノ コーュー トコロジャナシ
ちょっと話して それがね， こういう 所でなくて

－k｡IMIsano=nakka=dOmE=mi kln,gZkkino=nananaIEE=ノk?ulsano＝nakka＝doXite＝no入 kul,sakkino＝nakka nakka＝0
0

クサノ ナッカ ドァイテノァ。クサッキノ ナッカ， ナッカ
草の 中 だから ね。 草木の 中， 中
doXite(笑）
ドァイテ。
だから。

ikeJs

イから

それから

ja？
ヤシ

やつ

wa･Ierno

ワレモー

私も

ko.Iewa

コレワ

これは

kowakmmoanimo=

コワクモ アニモ

恐くも 何も

naka.Ioli=Ya # mita=id30:Wa kE:satsuIni=hanasazttmTa=
ナカロァ ガ。 ミタ イジョーワ ケーサツニハナサズニャ
なかったが。 見た以上は 警察に 話さなくては

、~
~当

doXYa ohanasonlwa＝nul ’k‘akmd3itsm,niJi､Iabeteso､IekaJa＝
ドァガ。 ハナソニワヌ， カクジツニー シラベテ。ソレカラ
ならないが。話すには また確実に 調べて それから

、ム 、L
k9ttIide k9ttJino=mifmel masamiga=iYotte =wasoite
コッチデー， コッチノ ミチデー， マサミガ イゴッテ ワソイテ
こつちで， こっちの道で， 正身が 働いて いたので

~ナ
ー一

＃masamio？ ，ts軸roidete ’sa： （?A: :） andeka＝j･to ＝
マサミオ ツロイデテ サー （ああ） アンデカ シト
正身を 呼びに行ってさ。 なんだかちょっと

hendolI=mOm"=aIU="=uiEm jimbete=miX3: miX5:=
ヘンドァ モノガアロ ガ， ウエー。シラベテ ミロー。 ミロー
変な 物が あるが，上に。 調べて 見よう，見よう

~ｹ、 、’

－3a to sda =qIamo =sttIYm=jZte: (AY) Iiノ ~当3a to 9d3 ＝qIamo ＝sLuYm＝ja:te： （A:） Ii・Iabete=
ジャ， 卜＊あだ オラモ スグ ヤーテー （あ一） シラベテ
よ’ とそれであの人もすぐ やってきて 調べて
* i､ヤラ《と言ったら》のヤラを補ってもよいし, I､を間埋詞としてもよい。
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、
mitajIa[m3]na.mlhodo=nil]genno kOtsmdoli1da.xa(A: :) ikaIa #
ミタラ ナルホド ニンケンノコツドァダラ｡ (あ一） イカラ
みたら なるほど 人間の 骨なんだ。 それから

ノ、 、
kokonod3mZsani soreo[tQdo]t9doke!te: (II:) stoa sokoe
ココノ ジュンサニ ’ソレオ I、ドケテー（あ一） ストアソコエ
ここの巡査に それを 届けて。 するとそこへ

Zikka=sono=asm

イッカソノ アス。

いつかその翌日。

d3mZsaYa=[ja?]jakulbato=so:da3Itaka
ジュンサガ ヤクバト ソーダンシタカ，
巡査が 役場と 相談したか，

delrlwa:

デンワー

電話を

ltedannul: =Ya
シテダンヌーガ。
してだろう が。

[ItI]ItIo:emo=dokke:mo
シチョーエモ ドッケーモ

支庁へも どこへも

eka.19

あから
それから

T otja =h!ttsmri'jare
オチャ ヒッツリヤレ

お茶を飲んでください。
、 、‘

Msawad3i:6＝tanon'de； （u: :） jakmba？ jakmbade ’de：
サワジーオ タノンデー（お一）ヤクバ ヤクバデ デー
沢爺を 頼んで 役場 役場で で。
、ム 、＆

T a: =sawanos･keod3isajjo =,no:
アーサワノスケオジサンヨ ノア

ああ沢之助おじさんを ねえ。
、、
~当 ノ

Mo: 笑 (?A:ノ) eke.1s xako:li jo:ilte ,sa:
オー （アー） あから ハコーゥ ヨーイシテサー。
ああ （ほう） それから箱を 用意して さ。

ｊ

か

｜

図
恥
あ

く

く

9kaI9 =9nuI

あから あヌ
それからその

lt｣､o:kaJawa
シチョーカラワ

支庁からは

kott｣､1ka.Ia:
コッチカラ－

こっちから

ikoite

イコイテ

行くから

tOneJIII1

トンネル

トンネル
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tonneIIngmtlini=k!te#
トンネルグチニ キテ

トンネルロに 来て
、 、↓

=jm:wake'de: (A:)
ユーワケデー。 （あ一）
いうわけで

ene=mitIketoX=Itoa mafrnOto
あな ミチケトァ シトア マチロト
あの見付た 人は 待てと

、．
乳

ekeJIs # !sawad3i: ,to: # ,W5ito
あから サワジートー ワイト
それから 沢爺と 私と

、． 、
~聖 ユ

=matJtaJa!Ja: (A:) mafJimitoa
マチタララー。 （あ一） マチルトア
待ったんだよ。 待っていると

tonne.x[nYmtJIe
トンネルグチエ

ヘ

トルネルロゾ、

=itte

イッテ

行って

=eno: [I]ltIo:tIo:ni･
あノー シチョーチョーニー
その 支庁長に

sannima=03at,te
サンニンガオジャッテ，
3人が おいでになって，

9ksﾕe ＝en9 ke:bmto＝iI§to
あから あなケーブト イシャ卜
それからその警部と 医者と
封
(A:) ika.x tsmtte=iffE =
(あ一） イから ツッテ イッテ

それから連れて行って

０

０

ｍ

ガ

が

~
~

sono=,teja:no =Ifa =solIU=hoIIJe:wa
w

ソノ テヤーノ クァ ソノ ホニェーワ
●

その人達が〔その人達だけで〕その骨は
、 、
~弘 ~当

o?piJe:komo =@andattli ､Ya: (A:)
オッピレーコモグヮンダッチガー。 （あ一）
入れ込んだ ようだっけ が。

mlsetoX
－，1

ミ ーEi、ア

見せた

罫

[h3]hakononakJa
ハコノナキャニ

箱の中ﾊ、

3: wai｣､a:a =tJe:ts･kewa lind3aIoX =Ya # em
、↓

ああワイシャーア テーツケワ シンジャロァ ガ。 あう
ああ私たちは 手をつけは しなかった が。 あの

ノ ～L
soyaZst9 =,lfa 9: sawa3i:to=wai,td ifrmm=
ソグヮンスト クァ あ一 サワジート ワイトー イチンチ
そうすると なんとあのう 沢爺と 私と 1日
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hiTTIUX=katte･ aka.Ia =jakmbadebo:sa60 =[3] jonde=
ヒモァ カッテーあカラ ヤクバデボーサンオ ヨンデ
暇を かいて それから役場で 坊さんを 呼んで
一 ’ 、 、』
,sa (o: : :) bo:samawa=nln=kono =bo:samadasIa' .Ia: (A:)
サ。 （オー）ポーサマワ ヌ， コノ ボーサマダララー。 （あ一）
さ。 坊様は またここの坊様だった。

=wake3a
ワケジャ

訳じゃ

B'mo: #
あいモー
それも

[Eo?]IIItIi:
ウチー

家の中へ

=iletoX

イレトァ

入れた
（骨を）

Intjide=smwatte:
ウチデスワッテー

家で 坐って

ノ ー一
sa=sono=kotsm:='wa

サ ソノ コツー ワ。

さ，その骨 は。

、

ｌ

ノ

理

１

ノ

賀
“
あ

く

く

tada # sono=

ダダﾞ ソノ

ただ その

｜
狐
錨
趣

=nali

ナシ

なし

二

'xgKOmb=betsmn =k9ILIaeta=Wake3a =nali: anika
ハコモ ベツン コシラエタ ワケジャ ナシー， アニカ

箱も 別に こしらえた訳じゃ なし， 何か
、乳

[Iiii]fil]l]obakono=@andoX [h?ka?]=h?ko=dattli ='Ya: 笑
リンゴバコノ グヮンドァハカ ハコ ダッチ ガー。

りんご箱の ような 箱 だったけが。
、~
当

soi正笑 sawa3i: ,Ya･
ソイデ サワジーガー

それで 沢爺が．…． ．
、＆

h4tj1majjamJ記：
′、チマンヤメャー

八'旙山へ

T soide =omJ":ja:,Ya･ as･koewa
ソイデ オメャーシャーガー アスコェワ

それで あなたがたが あそこへ
~ネ

ーノ
菅n

InlnelaIl＝nour

ウメヤリ ノア。

お埋めになったのですね？



４

５

△

４

Ｎ

封
〆~、

o: ： ＝mmet3A＝3a ＝,sa1ekots mkm？mkmde＝'ka
オオー。 ウメトァ ジャ， サレコツ。 ウク ウクデ クワ
ああ。 埋めた よ’ 曝骨を。 あそこあそこで始めて

－、ム －、4 封
oYadde＝moJat,te： mki： ＝bo:samamo＝o3at'te： （A:）
オガンッデモラッテー， ウキー ボーサマモオジャッテー。(あ一）
拝んで＊ もらって， あそこへ坊様も おいでになって。
＊単に「拝んで」でなく， 「お経を上げて」ということ。

i一一 一一.－封 ノ
mitJide＝koX ＝tsmttatotJie＝ogamaﾕe ＝bo:sama,mo： （?E:）
ミチデ コア ツッタトチエオガマレ。 ポーサマモー（あ一）

へ●

道で 始めて突立ってから拝んださ° 坊様も
~ナ
ー

do: ,se： ma:＝kanntanna＝o9ami＝daJannm:Ya ＝,sa （?a:）
ドーセーマー カンタンナオガミ ダランヌーガ サ｡ (ん）
どうせ まあ簡単な お経 だったろうが さ。

、

局
一 N

soJa： aIo＝3a ＝Yan ［9］hJa:ﾕi3ini （?A:う） 3，m？
ソラー アロ ジャ グヮン ヒャーリジニ｡ (あ一お）あヌ
それはある よ・ あのように 入り道に。 アヌ

、 、
~弘 ~辿

QIedoa=d3a･ (5･) waXE=tarmilo =,Etsm=iIete =
オレドァ ジャー （ん） ワレ タマイショ テツ イレテ
あれだ よ･ 私は 玉石を 1つ 入れて

okoX =3a
オコァ ジャ。
おいたよ･
、‘
m:=tamailiYa haitte =03ami =3a
ん タマイシガハイッテオジャルジャ◎
ン 玉石が 入って おりますね。
、ム
o: =Inkm,dafa

ｵｰ ウクダラ。
ああ， あそこだ。

T

M
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＝sono

ゾノ

その

■

walIno

ワイモ

私も

=konomJ=:=jojimitsani:kafa
コノメャー ヨシミツァニーカラ

この前 義光兄から

=hanaIo=
′、ナショ

話を

T

k!ttotli: addemo=sono=taitJo:JaYa =sono: nakamade
キットチー， アッデモ ソノ タイチョーシャガソノーナカマデ，
聞いてから，何でも その隊長たちが その 仲間で，

、
[Joko: =so[ie: omairiYate,ra: =gokuljo:[k<??]Yatefa?=
リョコー， ソリェーオマイリガテラ一ゴクヨー ガテラ

旅行， それへ お参りがてら 御供養 がてら
、
瓢 '一､.-易

k9ttla6 =03aIo =wa=ttejm: =wakede ,sa: (h5:)
コッチャンオジャロ ワ シテユー ワケデ サー。 （ほう）
こちちへ おいでになるよ っていう 訳で さあ

som[tai?] wa,DIn=,taif応頑 =03aIoXde =sOTEj=
ソノ タイツ ワギン タイチョーガ オジャロァデ ソレン

その隊 私の家に隊長が おいでで それに
、

jamazak!san'tewa:maeno=he:Jani =a,fm: soikara=sono=
ヤマザキサンテワーマエノ ヘーシャニアルーォ ソイカラソノ
山崎さんというのは前の 兵舎に いた。 それからその
＊52頁，下から9行同の注を参照。

hilatataittejllx: =sono=taitJo: ,wa
ヒラタタイッテユーソノタイチョーワ

平田隊っていう その隊長は

taitIo:to: =jo:ko:wa=
タイチョートーショーコーワ

隊長と 将校は

=k9koni=tomatte =03aloXdoite =
ココニ トマッテ オジャロァドイテ

ここに泊って おいでだったから
－l-

soide=sono=kofomo=sono=hanaIio
ソイデソノ コロモ ソノ ハナシオ

そいでその 頃も その 話を

'dzembm=waYajani
ゼンブ ワガヤニ

全部 私の家に

sontok<ini

ソントキニ。
その時に

(｡::ノ）
(お一）
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darekarakamsmu[smni=kan =kikarafedo:ni =xakkirilta=
ﾀﾞ ﾚｶﾗｶ ｳｽｳｽﾆ ｸﾜﾝｷｶﾗﾚﾄﾞｰﾆハッキリシタ

誰からか うすうすに こう 聞いたけれどもはっきりした
ノ

kO而胃 Olji:wa=sazm soITbifm[,nma,ni: ,jaRRmbJ":
コトーオビーワサズ､。 ソノイッタルマ二一 ヤックビャー
ことを知りは しません。そのそうこうしているうちに役場へ

、ム
=soTI6=taitJo:kafarr te"miYa=o3atte ='sa: (9)
ソノ タイチョーカラーテガミガ オジャッテ サー。 （ん)’
その隊長から 手紙が ございましてさあ。

－、＆
sono[ta?]jamazakjttgka=omJ&:Ia:Ya =mits､kejaro6=gto!no:
ソノ ヤマザキッテカ オメャーシャーガミツケヤロァ ヒトノー

その 山崎とか あなたたちが 見つけられた人の
’ 、

[ta?]onnali=bmtaino=he:tai,Ya． x3tIid3o: 'e： ＝sorekara＝
オンナシブタイノ ヘータイガーハチジョーエーソレカラ

同じ 部隊の 兵隊が 八丈へ それから
、

、Ⅶ
~ヨ

nannel]ka=tat,te: ？9,0＝kanko:､i ＝o3a[、,towa： ＃ sono＝
ナンネンカ タッテー，あのカンコーニオジャルトワ ソノ
何年か 経って， あの観光に おいでになると．その

x4tI!30:de =jamazakino=I･taiYa=mits･katta=so:da=jo:_j=
ハチジョーデヤマザキノ シタイガ ミツカッタ ソーダヨー

八丈で 山崎の 死体が 見つかったそうだよ

tojm：＝kotoo＝taitIo:ni ＝dareka＝todokete＝todokejattや＝
ﾄﾕｰ ｺトオ タイチョーニﾀﾞﾚｶ トドケテ トドケヤッテ
という ことを隊長に 誰か 伝えて 伝えられて
ノ
Isa: (fi960:) soi,de: taitlo:a =sory: =kang,a:te
サー｡ (はほ一） ソイデー タイチョーア ソリー カンギャーテ
さ。 （ほほう） それで 隊長は それを 考えて
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,bak･Rari=Itann[nite =d3ibumno=bulka=dali: izokulwa:
バッカリ シタンヌイテ＊ ジブンノ ブカ ダシーイゾ､クワー

ばかり おられるでしょうから自分の 部下だし， 遺族は
＊シタンヌーワ ドァイテまたはオージャランヌイテでもよい。アランヌイテは
隊長に対する敬意を欠いた言い方となる。

sorf soIF=okotsma=5｢m=WZkede=naji l,taiYa =
ソリー ゾノーオコツガ アル ワケデ ナシ シタイガ
それを， その お骨が ある 訳で なし，死体が

、 、．
乳

gWn=Wakede=nali='nOX (Ii6?66:) sondoi'te kazokmni=－

アガロァ＊ ワケデ ナシ ノア （ほほ一） ソンドイテカゾ､クニ
見つかった訳で なしね。 （ほほう）そうだから家族に
＊八丈では海への飛込自殺が多い。行方不H月というとたいてい海を探せという
ことになる。それで, Li lで死体が発見されても，死体がアガルと言う。

、

、
dzea=som=iEiT5 [?aI]ok9tsmYa=ara'ba: =ok9tsmo=
ゼセ ソノ イタイガ オコツガ アラバ オコツオ
ぜひ その 遺体が， お骨が あれば お骨を

、4 －
todoketai IEKara=moTi=k9tsmY3=wakand3ara'ba:=sono=
トドケタイ。ヘーカラ モシ コツガ ワカンジャラバー ゾノ
届けたい。 それから もし骨が わからなければ その

a6kodokode: kdrm imm =jamZZakidafaba jamazakito
ドコドコデーかの イチオー ヤマザキダラバ やマザキト
どこどこで この 一応 山崎ならば 山崎と

、＆
而も bo:Iini ＝kaite＝at,te： ＝kakluniz＝sa[eta＝ttejIn： ＝
ゴーポーシニ カイテアッテー， カクニンサレタ ツテユー
こう II唱子に 書いてあって 確認 されたという

~小 、

ノ N

kOtoda,kewaEnlaklxI =I･taito =jmX rAite =sa (A:)
O

コトダケワ レンラク シタイト ユァ アイテ＊サ。 （あ一）
ことだけは 連絡 したいと言ったから さ。
＊丁寧に言うと [j[uwaaite] となるという。
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soide=IIa =omJZra=t<9"=Iu"i =taiTDITI563isaI]Ya=
四

1｡ ｡

ｿイデｸｧ ｵﾒｬｰｶﾞ ﾄｷｰ ｳｸﾞﾜﾝ タノモオジサンガ
それでこそあなたの 所へ あのように頼母おじさんが
o3attad･ =WZYa=k! !"=iffari adE=taitlo:ninIF=
オジャッタリー ワガキキ イッタリ。あデ タイチョーニモ
おいでになったり，私が聞きに行ったり それで隊長にも

、．
－云 辿 、,smYm=waYa=demwa=I'te:(5:)h9FEido:de =o3aIo =,Y3:,sulYm＝waYa＝deInwa＝I1te:(き:）h9kkaido:de ＝o3aIo ＝,Ya：

、、
~辿

スグ ワガ デンワシテー(ん)ホッカイドーデオジャロ ガー
すぐ・ 私が電話をして 北海道で ございますが。、．
－当

(ha?ha:) dOmE =Cia5kuI=m[eliYatte& dzeTI =soTTr
(ハハー） ドァイテ ヒドク ウレシガッテーゼシ ソノー

それで 大変に 嬉しがって ぜひ その
_､ ､ __ _､[o?]o:zero =tsmrE,t5: }Jolrr ka'jkD:Yate,fil lrmjo:ni=

オーゼーオツレテー リョコー カンコーガテラークヨーニ
大勢を 連れて 旅行 観光がてら 供養に

~ヂ
ーノiko＝wa＝te・＝demwademo＝[1．?]nikaimo＝Jabette ＝noU

イコ ﾜ ﾃｰデンヮデモ ニカィモｼｬﾍｯﾃﾉｧ，
行こ う と 電話でも 2回も しゃべってね。
ー

waito hara=IDIma3m:tlk?km=05a[uIttsJf =E=som=
ワイト。 ハラ ロクジューチカク オジャルッチーヤ， ソノ
私と。 もう 60才近く だそうです よ' その
ta珂辰nn: ("ib:) ha"=m="ndannd:- ="=
タイチョーモー。 （ハハー） ハラ ヌ＊ スヮンダンヌーガ。
隊長も。 もう やはり そんなでしょう が。

、

aaZII koIEUd::
ｱﾀﾝ** ｺｺﾃｰ
なんと言っても ここで…･ ･ ･
＊強調のヌ。
*＊「隊長が樫立においでの頃は，私も15， 6才だったのだから，なんと言っても
隊長が60才近くになられたのも当然でしょう」
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、~
~当

sono=k9tsIXI,wa:=mal9mef?,ka["?]aimIdaIo:
ソノ コツワー マトメテカ アルダロー
その骨は まとめてかして あるだろう

MdoXYa
ドァガ
、やγや

た刀ミ

=Ya:ノ
ガーー，
が,

７

℃

で

ゾ
ー
〃

Ｏ

モ

な

ｍ
令
自
今
、

９

ラ

ヵ

却
元
雄

T ome:la:Ya =ulmejaIoX =mondoite =armda,[o:j笑（笑）
オメーシャーガウメヤロァ モンドイテ アルダロ－

あなたたちが お埋めになったのですからあるでしょう。

MsarEtbX =kOfgE=doXite
サレトァ コツ ドァイテ

曝らされた骨 だから，

=doXYa:
T寺 ~T~や

｜、アカー

だが｡ ･･･ ･

sonde=mada=tla:ntodoX =kOtsmde=od3annm: =3a =
ゾンデマダ チャーントドァ コツデ オジャンヌー ジャ
それでまだ ちゃんとした 骨で しよう ね，

ノ ／
mada･ (jE:) sonokOrodo6to=mada･ k! !tlin･toltoX
マダー （イエー)＊ ｿﾉｺﾛﾄﾞｧﾄ ﾏﾀﾞｰキチンートシトァ

まだ。 （もちろん） その頃だと まだ きちんとした

T

~~

ok9tsmde=03a[annm: =3a
オコツデ オジャランヌー＊＊ ジャ。
お骨で ございましやう ね。

'
:i<T氏の解説時の発音では[6:mu]であった。
*＊オジャンヌーよりもオジャランヌーの方が丁寧な言い方。

=ataXimJ": [A?A?]
アタリミャー.…. ．

当り前“…

'e: :

ニエー

もちろん

=k!1tlinto
キチント

きちんと

M
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T soidaraba

ソイダラバ

それならば

=!ma:da=03aIm =daido:
マーダオジャル ダイドー。
まだ ございますとも。

heide

はイデ

それで

(さ:：）
(え一あ）
(そうとも）

nid3ul:
ニジュー

20

nid3ul:=nannnen=doXite･

ニジューナンネン ドァイテー。
20 何年 だから

Mhara=ni3uI:nei =id3o:n =mnnul:
ハラ ニジューネン イジョーン ナンヌー

もう 20年 以上に なるだろう
~ナ

T ni3m: =nannen=doXite =,nr:XノT ni3m： ＝nannen＝doXite ＝,no:Aｰ

ニジューナンネン ドァイテ ノーァ。
20 何年 だから ね。

=IYa:ノ
ガーo
が｡

Mnannm:

ナンヌー

なるだろう

==Ya

ガ。
が｡

T sQIeni=Itemo:
ソレニシテモー

それにしても

wakaIitsdaIo:ノ＊
ワカリタスダロー

わかることでしょう。 * [t]は外破↑'f。

M [9] sen9[IIul?]
さな

その

ItIo:tlo:
シチョーチョー

支庁長

=sono=xakkiri
qｺ

ソノ ハッキリ

そのはっきり

=nakamamo

ナカマモー

たちも

＝

wakaroX=doXite som#[h9?]hO?laido:no=Imda=tojm:?=
ワカロァ ドァイテ ソノ ホッカイドーノシトダトユー
わかったから その 北海道の 人だ という

、
kotomo=animo(A:) dzEF*=EEJini 'k"arEIE=aIaIiYenoXite
コトモアニモ(あ一）ゼンブボーシニカケテ アラリゲノァイテ，
ことも何も 全部帽子に書いて あったようだから
* [b]は内破音を示す。
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、ム
,miTTIna:[wA]waka.IanYenalagde =alilte =kijattj､a
ミンナー。 ワカラリゲナラ。 あデ アンシンシテキャッチャ。
みんな わかったようだ。 それで安心して帰っていった。
~ナ
ー／ ， I(?A: :)doXVa=,ma: #ena?[ma]ma: .ImbInnJa[ma?]malmboXdoXYa
(あ一）ドァガマーあな マールフニャ マルボァドァガ

だが まああの 死ぬには 死んだが

[?:]tabum=d3i's?tsm=,da.Ia
タブン ジサツ ダラ。
多分 自殺 だ。

natte
~， ー

ナツフー

なって

｜
唖
一
一
一
錘

~
~adan

ｱﾀﾝ

どんなふうに

T d3isatsm=da[annuI:
ｼｻﾂ ﾀﾗﾝﾇｰ

自殺 でしょう

、4
Mo; =d5isatsm

オ,一 ジサツ…･ ･ ･

ああ， 自殺･…･・

＝wa

ワ。
世

よo

soi3Eimn baIoYa: taitli: =tonnefm: =ma･=dareka=
ｿイデヨーゥ ﾊﾞ ｼｮｶﾞｰ タイチー トンネルー, マーﾀﾚｶ
それでよ， 場所が たいてい トンネル， まあ誰か

ノ、
一

kifr [sa?]saiYono=smYatoXdemo=mita=ka: daitai =
キ､ソトー サイゴノ スガトァデモ ミタ カー。 タ．イタイ
きっと 最後の 姿をでも 見たか？だいたい

ノ、
一

tOrmE[mhen=aaffri: =ja=tojm: =hanalio =wajamo=
トンネルヘン ダッチー ヤ トユー ハナシオ ワシャモ
トルネル辺 だそうだ という 話を 私たちも

、4、~
辿

kikar5Xite ='sa: (hA?hji:) # waila: ='wa[a:ノ
キカロァイテ サー （ははん） ワイシャー ワラー
聞いたから さあ 私たちは， 私は

T
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弐

ki,haN･ oSmm=aiT5=itrkaraN,waY1:nonakamajo'ri:の･tats･ki,haN・ osokul： ＝ano＝ito:kara
ワギーノナカマヨリーフタツキハンーオソクーアノ イトーカラ
家族より 2月半 遅く あの伊東から，

~ｸ、 ~ｲ、

ito:ni=araidoit@ =ifX =fEEbrtorm jog5X =If@ito:､i＝afoXdoite ＝ncA ＝to:kJo:tono josoA ＝｣.te・
イト二 アロァドイテ ノア トーキョートノ ヨソァ シテー

伊東にいたから ね， 東京都の 手伝いをして
(入:、) &aiin5IE IIEfaiV"=gEaYete h?fmgrj:kara=
(あ一）スヮンドイテー， ヘータイガーヒキアケテハチジョーカラ

そんなわけで， 兵隊が 引揚げて八丈から
－、』

km[o=Jtoni: iEHE =frj､ka=R"m=oITIT:Uta[ara #;
クロ シトニーイトーデタシカ キータト オミータシタララ＊
来る 人に 伊東で 確か 聞いたと思いました。
＊媛初の夕は破裂を伴う ［!］である。母音[a]は脱落している。今後，必要に
応じ，子音記号の下にまたはを付することによって， それぞれ外破また己

は内破を示すことにする。

､ome:Ja:Ya =gal] =k或両a3IE面Ii=unfIEE=tamo:[ijaruI,t&
④』

オメーシャーガソヮン カクジツ ウメテタモーリヤルト－
あなたたちがそのように確実に 埋めてくださったなら
=k9tsmwa=fFnto =o"[mda, .Io: :ノ･

コツワ チャーント オジャルダロー一
骨は ちゃんと ございますでしょう？

Me: =klEmwa: [?a?]anno:wa
エー コツワー アンノーワ
もちろん骨は あるだろう。

T otIoX =aYaxijare
ざ.

オチョァ アガリヤレ。
お茶を あがってください。

MwaJa： ＝no入 itIintJi。 ＝himoパーk§tte、 [sa?sa?sawa?]~ワシャー ノア イチンチー ヒモァ カッテ－
私たちはね， 1日 暇を かいて
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｜－
sawad3i:wa=ome:Ja:mo =obietannul:
サワジーワ オメーシャーヨ オビエタンヌー

へ●

沢爺は あんたたちも 知っているだろう
、

封

=3a
，字

ビノヤo

ね？

A:A sawanoskeo3isa6 =obijte =03aJIo =3a
あ一あサワノスケオジサンオビーテオジャロ ジャ。
ええ， 沢之助おじさん 知って おりますよ。

o.xaga =ma [he?]=IoiniZsokumo =wakkeda.Ia=noﾖノ
オラガ マ 〔へっ〕シヨイニンソクノ＊ ワッケダラ ノア。
あの人が， まあ， 背負い人足の 訳だ な。
＊ショイニンソクはトムリャー《葬式》の時の役の一・遺体を担ぐ･役である。
その他の役にチヨーチンモチ《提燈持ち》， テンギィ､一モチ《天蓋持ち》， ハ
ナモチ《花持ち》などがある。
~牛 、 、

ノ 、ム 逆
(A: : :） 3kg､19 ＝h3ko,wo＝h4ko： ＝k4tado､Iiat'te： （fiA:）
(あ一） あから ハコヲ ハコー カタドリアッテ－ （ハー）
（アー） それから箱を 箱を かつぎあって
ノ

T

M

E･？ k6ｴﾊ： 6？ ＝k6:j6:dさ、白 gmfJa:nJa ＝
エーッ コラー オッ コーヨーデマ＊ グリャーニャ

これば おい 公用手間 く･らいには茨

えつ

‐tsketamo:JImdam: =tette =6: =Itolida! .xa:‐ 、tsketamo:ﾕ、d”o： ＝tette ＝e： ＝Ito八da1 ・xa： （笑）口

ツケタモールダロー テッテ エー シトァダラー。
つけてくださるだろう といって 話したんだよ。 ~

Jtararedo:ni ='a:nimo =soremo=animo:
シタラレドーニ＊＊ アーニモ ソレモ アニモー
話したけれども 何も， それも 何も
＊ブラク《部落》のヤマミチブシン《山道普請》， サト ミチブシン《里道普請》
など公の仕事をする場合の，手間代の最低評価基準。 [(] (breathyvoice)
は話者のおどけた気分を示す。

＊＊シタレドーという簡略形もよく用いられる。

T笑ma･ =otI? =h!ttsm[1j?[?
マー オチャ ヒッツリヤレ。
まあ お茶 おあがりください。
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、ム
(§: :ノ）
(ん一）

Mtamo･mind3aIoX =Ya
タモーリンジャロァガ。
くださらなかったが。

do:3ulse31e: =daJak,ke:to=
ﾄｰｼｭｾﾝｼｪｰﾀﾗｯｹｰﾄ
道寿先生 だつけと

oIno: ＝wa

オモー rフヂ／O

思う な*。
＊「当時の村長は」を文頭に補うと，文意がはっきりする。
、． ~今
~乳 一ノ

o: =dぴ和seZse: =dann[u:=!noji ant9k!,wa
オー ﾄｰｼｭｾﾝｾ－ダンヌー ノア, ｱﾝﾄｷﾜ。
ああ道寿先牛 だろう ね， あの時は。
、‘ 、‘

T

Mo: =oJadaIa=tomoaIa (A:)
オーオラダラ トモアラ。 （あ一）
あああの人だと思ったよ。

~ナ 、、

ci:dokuI=皿EJiYatte=,IiSX=s｡fm=taitlo:sam,nib: (?Xh｡:)
ヒードクウレシガッテノァ， ソノ タイチョーーサンモー。(あ,ほ一）
ひどく 嬉しがってね， その隊長さんも。

T

=atamaka[a

アタマカラ

頭から

sorebakkaJi

ソレバッカリ

そればっかり

=mada

マタﾞ
主十貸
手ノー

=imamade.

イママデー，
今まで，

｢、:sen ＝
シューセン

終戦

so[e =[I?]h!kkasm[QX=k9toYa=
ソレ ヒッカスロァ コトガ

それ 忘れた ことが

nattekara

ナッテカラ

なってから

=imamade.

イママデー，

今まで，

=wake'de=,sa=atamakara=saroX=k9fUYa=
ワケデ サ。 アタマカラ サロァ コトワ
訳で さ。頭から 去ったことは

、＆ －画
=wake'de: (hih3;) soide =2iankm=
ワケデー｡ (は，ほ一） ゾイデ ヒドーク
訳で。 それで ひどく

nakJkJattejul
ナッキャッテユ

ないっていう

nakJkJattejm
ナッキャッテユ

ないっていう
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ulIe｣.iYatte: fmni: OmOX no:9Jo;kairJo:｡kJm:Iono=
ウレシガッテー， マニー オイドァ＊ ノーギョーフキューショノ
嬉しがって， 今， あれだ， 農業普及所の
＊次の語が頭にすぐ･浮かばない場合に用いられる間埋詞。

ノ ー 、↓
jatte=03aIuI,IQtm jafE=OgmuI =3a: =h9kkaido:de (hA)

ショチョーヤッテオジャル ジャー ホッカイドーデ。 （ん）
所長 やっていらっしゃるよ， 北海道で。

WaYi:ka[a=kOkkara: =gkiaYete =stI:IYm,wa no:kJo:i =
ﾜｷﾞｰｶﾗ ｺｯｶﾗｰ ﾋｷｱｹﾞﾃ ｽｸﾞﾜ ﾉｰｷｮｰｲ
私の家から ここから 引き揚げてすぐは 農協へ
tsmmete OSmmtti: 'jZtte =hanalidafa =te両面＝
ツトメテオジャルッティーヤーッテ＊ ハナシダラ。 テガミ
勤めて おいでだそうだって 話だ。 手紙
＊伝聞の助詞ツチーは通常[ttjie] (明中), [ttji:] (k･昭初） と発音される
が, [tti:] と発菅されることも時にある。

daro6=Ya
ダロァ ガ。

だつたが。

tammbsammo=sQkoni=o3ara[attli:te =tanomosanm
タノモサンモ ソコニ オジャララッチーテ タノモサンニ
頼母さんも， そこにおいでになったそうなので，頼母さんに

、1
~式

M

hanaltaJoX ='Ya:
ハナシタロァ ガー＊

が｡二手･1斗一
同ロL／ノー

＊伊勢崎頼母:氏は当時，樫立地|Xの自治会長をしていた関係上，役場から連絡
を受け，お骨を埋葬してある場所へも行ったそうなので,Mは頓母さんに当
時の模様を‘弧したということ。

、

、、4､X
T ,O:,O: =tanomoo3isantomo =konomae mata =at!te

オーオー タノモオジサントモ コノマエ マタ アッテ
そう，そう。 頼母おじさんとも この前 また 会って
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hanaliitj､tarolI =Ya
ハナシイタシタロァ＊ ガ

話をいたしました が。
＊ハナシイタシタロァの最初の夕の具体音相は外破を伴う [t]で母Iｻを含まな
いが， ゆっくりした丁寧な発庁では[t4] となる。

－－～企
motono jakm,bJ鐙:？ ate、＝teYamiYa＝kit3X ＝nｺｽﾉ○

モトノ ヤクビャーアテンテガミガ キトァ ノア◎
元の 役場へ 宛に 手紙が 来た ね。
、

封

M

n: =jakmbJ": atc=tevamiYa=ki:tltarojI =Ya
ん一ヤクビャーアテテガミガ キーチタロァ＊ガ。
ン一役場へ 宛 手紙が 来ました が。
＊キーチタロァ [ki:tIta[oX]は‘解税時の丁寧な発音ではキータシタロァ
[ki:t瓠taro入]｡

T

sono ＝hend3i ni ＝no komafoi？
ソノ ヘンジ ニ ノ コマロイ

その 返事 に また困って
＊コマロイテと言うつもりだったのであろう。
*＊ ’ '1埋詞。

=hend5io
ヘンジオ

返事を

M 01

オイ＊＊

あの

ネ
ノ

dalijannuIiteto =omotte･ ,hanali: =ikadIa.Ia =Randoji=
ﾀﾞ ｼﾔﾝﾇｲﾃﾄ ｵﾓｯﾃｰハナシー ｲｶﾗﾗ， クァンドァ
出すだろうからと思って 話しに 行った， こういう

、 、
-－－－ミム 逆

hanali!o: (A:) ad3 =sofandoji =｡m:de: #slE
ハナショー｡ (あ一） あだんソグヮンドァ フーデー あな一
話を 結局 そんな ふうで あの

SakkiJi ＝d3u.【:lomo ＝wakaﾕuI､｢i： ＃
アッキリ＊ ジューショモ ワカルシー

はっきり 住所も わかるし
＊ ''因腔が狭窄して言いつかえたため、 ／､ツキリ
たものであろう。

soide=sono=kotsmwa

ソイデソノ コッワ

それでその 骨は
[hakkiJi]の[h]が| |_{なかつ
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=｢tOmo
, T~可一
こノ「、て二

人も

~=[iki?] ikite=atteC

イキテアッテ

生きていて，

=mada

マダ

まだ

mmetoX

ウメトァ

埋めた

uIrnete・

ウメテー

埋めて

adlodoXite

アロドァイテ。
いるのだから。

honto＝o,mJ記:Ya＝ik1te＝od3a[ol1te： ＝h§kkiri＝wak3tt骨＝
ホントオメャーガイキテオジャロイテー ハッキリ ヮカッテ

ほんとあなたが 生きていらっしゃるからはっきりわかって
~ナ
／

jokm=03ara[a ='noX
ヨク オジャララ ノア。

よう ございました ね？
、、
~ユ

o: waYa =[ma五面］ 咳maJmbuItowa mazm
オー ワガ マル マルブトワ マズ･…． .

ああ， 私が 死ぬと 先ず･ ･…←
、
乳

g: to:31no =ofeYa:

ん一 トージノ オレガー

ン 当時の そのことが
、、
~型

nakanak wakaJinoX =wakedoX='Ya
ナカナカ ワカリノァ ワケドァ ガー。

なかなか わからない 訳だ が。
~ﾌ、
一

T

M

T

M

Tmasamisammo=da.Iemo=mi:nna =maruIbijattali =nolI
ﾏｻﾐｻﾝﾓ ﾀﾞ ﾚﾓ ミーンナ ﾏﾙﾋﾔｯﾀｼ ノア。

正身さんも 誰も みんな なくなられたし ね。

、、、、
~当

MdoXYa=sQkowa=,bulkulztmete=,no: [BsIJe]=konJada:
ﾄｧｶﾞｿｺﾜ ﾌﾞ ｸｽﾞﾚﾃ ﾉｰ｡ ｺﾆｬﾀｰ｡
だが そこは 崩れて ね こないだ。
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Ｔ
~ナ
ー

,a: ='manJa･ =Ino6
マ

ノ~一 マニャー ノァ

ああ 今は ね
、

、‘ 、4
o: =sono=aloZI =tOko.IoIYa:O

オー ゾノ アロァ トコロガー。
ああ，そのあった所がな・

ノ
(A; : :)doXYa=sono=bo:jino=
(あ一）ドァガソノ ボーシノ

だが その 'i!目子の

M

a.IoX =toko'JIowa

アロァ トコロワ

あった所は

nokptte=,aJIo=YaC

ノコッテ アロ ガ。

残って いるが。

mada

マダ
圭子身
≠ノー

jolimitsmYa
ヨシミツガ

義光が

二＝

,me:nna=Jobie =nabetoXdaJa

ﾒｰﾝﾅ ﾛﾋｴ＊ ﾅﾍﾄｧﾀﾗ。
へ●

ゑんな ロベを 植えたんだ。
＊ロビエはロベオの融合形。 ロベはフニニ

ヘ①

＝sono

ソノ

その
ツクス。

bo:Jino =aIoX =
ポーシノ アロァ

II1日子の あった
ロベレニーのこと。

、．
到

='Iegima'de:
シェギマデー

端まで，

、
ｎ
Ｊ
ノ

、
ｌ
Ｊ
ノ

封
伽
偽

r－
toko_Iomadewa
Q

トコロマデワ

所までは

[te］dandan＝kuIzmre？
グングン ｸｽﾚ｡
だんだん崩れ。

、＆ 閏、＆
,k<QlibatadoXite =ha'ra: (A:A1) kmzmrete・ an3
コシバタドァイテ＊ ハラー。 （あ－，あ一） クズレテー あな
越端だから もう。 崩れて あの
＊海岸へと落ちて行く断崖とその上部の急斜面を含めコシと言う。コシバタは
コシの上部に接している平坦地か緩傾斜地を言う。

Itaino
シタイノ

死体の

a,JOA

アロァ

あった

buIkmzmrete

ﾌｸｽﾚﾃ。
崩れて。

=tokoJIowa

トコロワ

所は

doXto=masamisanto

ドァト マサミサント

それだと正身さんと

＝t§keitjino＝joJiha[uIkmyYa＝jamano＝
タケイチノ ヨシハルクンガ ヤマノ

武一の〔息子の〕義治君の 畑の

T
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漣
aZm=mba =omelaYa ga:tte =da3ami ='d3a:
アズウグヮン オメシャガ＊ ヒャーッテ オジャル ジャー。
境界，あのようにあなたたちが入って いらっしゃるね。
＊丁寧発音ではオメーシャー。

mkm =ga:fo6 =okmd3ide=od3annm =!d3a=ieba =
ウク ヒャーロァ オクジデ オジャンヌ ジャ。イエ（

あそこを入った 奥のところございましょうね？ つまり
~ナ
ー

dzeppekini =mamani=tlkake=,ho: (o:ノ) 1[uk'ni =
ゼッペキニ ママニ＊ チカケ ホー。 （オー） ウクイ
絶壁に 崖に 近い 方？ （そうだよ） あそこへ
＊海岸の雄は。シであるが， それ以外の雄・土手の類をママと言う。

majok9Jai =ikoX =t9ko,ro
マヨコシャン イゴァ トコロ。
真横へ 行った 所？
、~当

o: =majok91an =!dzttI:tto
オー マョコシャン ズーット

ああ 真横へ ずうっと
＊間埋音。

=to*=,k91ibatade
卜 コシバタデ

コシ端で

M ＝ltte

イッテ

行って

,k91ide'kanJnJa:
コシデカンニャ一。

コシだとも。

='mJ":ni=
メャーニ

前に

=moli=od3aruI
モシ オジャル

もし 来る

taitIo:1a:Ya
タイチョーシャーカ

隊長たちが

Ide

いデ

それで

T sono： 、

ソノー

その

dzea=0,mJaz:ni daiEii =konohen =darato =,75:
ゼヒ ｵﾐｬｰﾆ ダイダイ ｺﾉﾍﾝ ﾀﾞ ﾗﾄ ﾖｰ
ぜひ あなたに だいたい この辺 だと よう＊
＊ヨーがつくことによって「確かに問違いなくこの辺だ」という気持が表現さ
れる。
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~ナ

orfte =morZnkIJIte=ga=Ikkai omJEe:aY [its]iE"=
オシーテモライタクテ サ， イッカイ オメャーガ イツカ
教えて もらいたくてさ， 1回。 あなたが いつか

j、ムtommeteYataninoX(o:) kmrmmade=ts･REtte aVEr5I,tetommeteYataninoX（o:） kmrlnmade＝ts･ttette aYerol,te
トンメテガタニノア（オー）クルマデ ツッテッテアゲロイテ。
朝の仕事前にね （ああ)車で 連れてってあげますから。
、~
~辿

Mo: itska =tsmideYa anm
オー イツカ ツイデガ アラバ。
ああ， いつか ついでが あれば。

T soiandoite =tsmideYa=On"JuI=tQlrmiF=,aZEgi.=drr =
ソグヮンドイテ ツイデガ オジャルトキニ一ゼヒーオリー
そんなわけで ついでが おありの時に ぜひ それを

－、‘
Jte =tamo: 're:
シテ タモーレー。
して ください。

、

－ X
waIa： ＝nlu： ｝o:bi： ＝nabete＝oi'te＝o面Xite ＝wagi: ,3a：
ワシャーヌーロービーナベテ オイテオコァイテワギージャー。
私たちはまたロベを植えておいておいたので私の家では。
j
A: doXite =dai,tai =sOm=[tai?]
あ－， ドァイテ ダイダイ ソノ 〔タイ〕
ああ， だから だいたい その〔隊〕

M

T

Msono

ソノ

その

｜
皿
幸
雄

}oi5i:
ロビー

ロベを

=sono[s9?]s9tono
ソノ ソトノ

その 外の

=na/9etojI
ナベトァ

植えた

=ho:no

ホーノ

方の

'k9'Ii ？＝doXdara
コシッ ドァダラ。
コシ なんだ。
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３

．
．
｜
あ

対
“
あ
あ

ta珂万可颪 =od3aloX =t9k!ni:
タイチョーガオジャロァ トキニー。
隊長が おいでになった時に。

T 茸

’ 、
ikmrak?=Man [da],da:nni =nattadaIo8Ya =1noX (3:)
イクラカ クヮン ダーンニナッタダロァガ ノア ん
幾らか こう 段に なっていたんだが ね。

、~迅

[o:]kono=m,eno=dan,ni: sono=bo:ji3ja:wa =aJoXdaxa
コノ ｳｴﾉ ﾀﾞ ﾝﾆｰ ｿﾉ ﾎｰｼﾝｼｬｰﾜｱﾛｧﾀﾗ。
この上の 段に その帽子なんかは あったのだ。

、
剤

(A::j） bo:Iini： SaiのmmookkaIkemon,de： ［k§]kanemo＝
(あ一） ボーシニーサイフモオッカシケモンデー カネモ

’帽子に 財布も， 粗末なもので 金も

M

3issendaka ni3issendaka[a?a?a?]amI=｡In:=dattli =Ya=
ジッセンダカニジッセンダカ アルフーダッチ ガ。
10銭だか 20銭だか ある よう だったつけが。

~ナ 、．
ｰ／ 当

[d3m?]d3mZsano=ka =mitjke,te: (ha:) 'waxa=so[eo=
ジュンサノ クヮ＊ ミチケテー （は一） ワラ ソレオ
巡査の ほうが見付けて 私は それを

＊「私でなく，巡査の方が｣。 クワは強調卓立の機能を持つ。
、 ~ﾅ、
~乳 一／

mitIkend3ara'[a: (hA:) hala: k9ts9Ja: =lfa
ミチケンジャララー。 （は一） ハラー コツギャー クワ
見付けなかったんだよ。 もう 骨の中へ ひよこっと

~ネ

ノ
[kJ]'kJa:ﾕoni d3mZsaYa＝#a ，a．？＝bo:j1Ya＝kok6＝
キャーロニ*oジュンサガクァ アーポーシガココン

帰りがけに。巡査が ひよこっとああ ’帽子が ここに
＊この文は，ハラーキャーロ二， コツギャークヮイレタンニャー， ワイシャー

O

オビーノーマニ。《もう帰るという時に，骨の中へひよこっと 〔巡査が〕入
れたのさ，私たちが知らないまに》とでもいうべきところ。
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、
dzo:te=Ite =mitjk?,te: (hA:ノ）
ゾーテ シテ ミチケテー。 （は一）
と 言って見つけて。

la.IuI

アノレ

ある

daite

どあいて
だから

[9]LIoi.Io=
イロイロ

いろいろ

tabakono=smigalatokamat,tJjt~9ka nandemo=sono sQkoni･
タバコノ スイガラトカ マッチトカ ナンデモ ソノ 、ノコニー

煙草の 吸殻とか マッチとか なんでもそのそこに
~ナ
ノ

(a:) mada marulbinnoX=IIItjini sQkoni=o,3attada =
(アー） マダ マルビンノァ ウチニ ソコニオジャッタダ

まだ 死なない うちにそこにおいでだったんだ
~ノ~‘や 、
-〆 ~当

noX (A:) soika.Ia･ 'tlotto =koYoN [k9]ot｣､1tO6=
ノア。 （あ一） ソイカラーチョット コゴン オチトァ，
ね。 それから ちょっと このように 落ちた，

、 、 、 、
－~当 一 ~乳 当 ~当

k9ko,ni･ ena ltaiYa=aloXdoXi,te: (A:) A: k9kode=
ココニーあなシタイガアロァドァイテー｡ (あ一）あ一ココデ
ここに あの死体が あったから。 ァ－ここで

it‘tIi： ［maq]maﾕmbinaYaIa ＝waIaYa ＝kaO9e:dewa
イトチー＊ マルビナガラ ワシャガ*＊ カンケーデワ
坐っていて 死にながら 私たちの 考えでは
＊イトチーは，丁寧発存ならば[it9tJi:]か[itotji:] となる。
*＊丁寧発音ではワイシャーである。

=ikmlaka d9 ='k℃kowa=no･ =5ne.
｡ ③ O

イクラカ だ ココワ ノー はな

いくらか， だが ここは ねえ， その

=,klfI,sadano ane anikano atte
クサダノ あな アニカノ アッテ，
草だの あの 何やかやとあって，

sono 69,no=m,ede 3na klLIsoX=
C

ソノ ほノ ウエデ あな クソァ
その その 上で あの 草を

[buI]blukkorodde
ブッコロッデ
転んで

,at'tla:YaIadano
アッチャーガラダノ
あじさいの木だの

da,Iedo:ni=,waJa
ﾀﾞ ﾚﾄﾞｰﾆ ワラ

だけれども私は
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’
kamX=doXite !sa･ (A:) 笑eiaE =ka [s:]hendoX･ ･

、ム （吸気の[s])
カロァ ドァイテサー（アー） あイデクァ ヘンドァ
刈ったから さあ。 それでひょっと変な．…。

=na,ka
ナカ◎

中？

='ja=sont9Ri,wa okkanake=ko両面ri:
ヤ ソントキワ。 オッカナケ コワリー＊
か， その時は？ よく茂った熟林の

ｲ<が十分に生い茂り，木が切れる段階。

kO両面rr
－T ’－7 11－
一〆ノ

熟林
＊切替畑の

T

=03a33annul:

オジャンジャンヌー

ございませんでしょう

＝wa

ワ。

ね。

mada
~,●

マタ
、〆

幸子言
手j~ｰ

=kowari:to

コワリート1

熟林

=JuX:3a
,舎

二L－ンヤ

いうのでは

=klglgaVa=03aloXdoite
クサガ オジャロァドイテ。
草が ございましたから。

mada

マダ

まだ
、

nakkeYa =1sa: (5;)
、ム

ナッケガ サー｡(ん）
なくなっているがさあ。

~

~~M 'manJa:=smiande=bmkkmzm.xete

マニャースグヮンデブックズレテ
今は そんなで崩れて

~~nakka daJa,ra:
、

ミム

ダララー

だった。

s<9nt@9kinJa =kijamano

ナッカ

中
キヤマノ

草山の
ソントキニャ

その時には
ノ

A:/' ITI5YuI3=ItaksolI =kariso: =gm[Ja:doXto =,no8
あ一マグン シタク､ノア カリソー＊ グリャードァト ノァ
アー，やはり 下草を 刈りに行く く･らいだと ね。
＊カリソをカロとすると普通の言い方である。カリソは少し敬意が入る。
カリオジャロとなると相当の敬意がこめられた言い方である。

－戸~、

#a: =g6[Ja=DkaYesamade =hon,to: :
、↓
アー ソリャ オカゲサマデ ホントー一。
ああ，それはありがとうございます，本当に。

T
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、』
[????](?A:)

（あ一）

MdoXYa dami =soTIE
ドァガ ダイイチ ソノー
だが 第一 その

’
a.Iowake=doXite =!nojK
アロワケ ドァイテ ノア。
ある訳 だから ね。

[J?]ItaiYa
シタイガ

死体が

＝Ina：

マー

ユ画し
まめ

lー一

T soidoXite

ソイドァイテ

それだから

＝a訂而de
アンシンテ

安心で

=m[eIkul=od3armdoX
ウレシク オジャルドァ
嬉しゅう ございます

==Ya

ガ。
が

MsoJIIe
－

dロ

ソリエ
ヘ･

それを

ka
m

クワ

とにかくちゃんと

=o,koX=wake
オコァ ワケ

埋めた訳

=doXite

ドァイテ。

だから。

T o3armnowa Jo:yatsm: =ifJiVZf5ka=niYatsm,YQIo=
オジャルノワ ショーガツー イチガツカ ニガツゴロ
いらっしゃるのは正月， 1月か 2月頃

ノ ’
od3annaika =noX=namZ"=konomaeno=te?Yami35･
オジャンナイカ ノア， ナンダカ コノマエノ テガミジャー。
おいでにならないかね， なんだかこの前の 手紙では。

M !bo:samamo=k!fE=m･3attemo
ボーサマモ キテゴージャッテモ
坊様も 来てご覧になっても

=jokanno: .…. ､不明瞭
ヨカンノー･…. ．

よかろう （がねえ） ・…

T 'bo:samawa･=dzemZEB
ポーサマワーゼンゼン

坊様は 全然

=o,biC:nd3aIiYiTEIa
オビエーンジャリギナラ。
へ｡

知らないようです。

MC･kkas･ttaka =noX’（笑）
ヒッカスッタカ ノア。
忘れたか な。
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T (笑) tanomood3isama =omJ記:kara =k!kijatt9tli: (笑）
タノモオジサンガ オメャーカラ キキヤットチー
頼母おじさんが あなたから お聞きになって

、~ ~ヶ
~弘 一／

denrwalte=go:3aJaiYi:noX =,Ya: (jim) Sandattli: =
デンヮシテゴージャライギーノァ ガー。 （あん） ソヮンダッチー
電話して ごらんになったようでしたが。 そうだそうです
、､ _ _- _ 5 . . . . . . .
,d3a: dzendzej =9．kkastilra[atte=sttIYi:na[a
ジャー。 ゼンゼン ヒシカスララッテスギーナラ。
よ◎ ぜんぜん 忘れてしまったと言っているようですよ。

、、
~当一

Mdo入Ya・ waYa［hana?]hanaseba． ’waJa＝nm･＝betsmni＝
ドァガーワガ ハナセバー。 ワラ ヌーベツニ

私がだが 話せば。 私は また別に
（坊様も思い出すだろうが）

~ﾌ、

ta,nfii=iRDX =If53a=na厭邑=fa=,jakm'bade=Ia
タノミ イコァ シジャ ナッケガ ヤクバデ クワ
頼桑に行った人ではない が。役場で 〔私でなくて〕

、4 、‘
「taiT5?] tammaIegena'sId (Jf:) ta55TTIi =ikDX ItIj3a =

タノマレケナレ一｡ (あ一） タノミ イコァ シトジャ
頼んだようだよ。 頼糸に 行った人では

（忍は）

naHREdo:Ya # 6ikkZsmm =hadzmwa=nakkeYa =noXノ
ナッケドーガ。 ヒッカスロ ハズ､ワ ナッケガ ノア。
ないが。 忘れる はずは ないが ね。

[ts]='ts･TEfmi; =Ma =no: [o],ogand3anJa: 笑

ツッタットチー クァ ノー オガンジャニャ－＊
立ってから とにかく ね， 拝んだよ。

＊オ万ンダララエー《〔そのまま而単に〕拝んだつけよ》と同意である。

T (笑） oidemo： ＝mmko:kafa＝o鷺aﾕm nakamaYa［§:]x鼻kaYa＝
オイデモームコーカラ オジャルナカマガ ハカガ
それでも むこうからおいでの人達が 墓が
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~

=uIYan =natte

ウガン ナッテ

あのようになって
~小

ノ
=03annka =Ino6
オジャルカ ノア

おいでか ね。

=duIYolII=
ドゥゴン

どんなに

tja:nto
チャーン｜

ちゃんと

=03afOlte

オジャロイテ

ございますから

uuLIelkuI
ウレシク

嬉しく

Msoid3a nm..
ソイジャ

それではまた

ロ

ロ

一

○

余
ノ
餌
サ
さ
~
~

izo,kulmo=o,3aIuIttli:tte

イゾクモ オジャルッチーッテ
遺族も おいでになるそうで

T

Mo3aJm？ ＝da
オジャル ダ

おいでになるのだ

＝noA

ノア

ね。

． －－1 一

T o3aJuIttli:ja =sono=,taitlo:Ya ,waYini=aIoX =
オジャルッチーヤ， ソノ タイチョーガ。 ワギニ アロァ
おいでになるそうです， その隊長が。 私の家にいた

、
sono：＝ci.Iat§taltte ＝Jul：＝taitJo:Ya tIm:jinni ＝nat,te：
、ノノー ヒラタタイッテユー タイチョーガチューシンニナッテ
その 平田隊って いう 隊長が 中心に なって

、ム 勘
,h?kijm:kai!ka anijuI:kaitka =jiFIoX =,Ya: ("
へキユーカイトカ アニユートカ シヤロァ ガー。 （ん）
碧友会とか なに友会とか 言っておられた が （ン）

sono=kaijo=tsIftte =IuYen =torSadaantja31a:Ya =
ｿﾉ カイヨ ﾂｸｯﾃ ｳｶﾞﾝ トシサダアンチャンシャーガ
その会を 作って あのように敏貞さんたちが
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、迅
(hAhA:)
(はは一）

、&
=oa3amI =1d3a:
オジャル ジャー。
おいでになりますね。
（東京へ）

一～

m#ani =mame6

ウグワニ マイネン
あのように毎年

､面面価=[o"?]=ann =he:taide =dzlXits =mYen =
ヘータイト アノー ヘータイデ ズツ ウガン
兵隊と あの 兵隊で 定期的にあのように

、
~当

kaiYUFIIE (IIXhX:) soinE=nerm=iRkaidzmtsm=s･kodemo
カイゴーデ。 （はは一） ゾイデネンニ イッカイズヅ ソコデモ
会合で。 それで年に 一回ずつ そこでも

、4 、
aiio=atstUmat,te: as証面ttji:ja:､ (hil･) :andattli:Ya =
アノ アツマッテー アスブッチーヤ一。 （はん） スヮンタ．ツチーガ
あの集って 遊ぶそうですよ。 そうだそうですが

ノsom=nanmaae=darEKa=sOTiD･ =sanmb=joXiani－ノsono ＝nakamade＝da[eka ＝sono・ ＝sakkino ＝joxiani
ソノ ナカマデ ダレカ ソノーサッキノ ヨァグヮニ
その 人達で 誰か その さつき 言ったように

=Rmmfb=f'anneO9onika=
クルト ナンネンゴニカ
来ると 何年後にか

=asmdde

アスッテ

遊びに

一示万

=kOttji:
コッチ－

こっち診、

he:taiYa
ヘータイガ

兵隊が

=JtaiYa
シタイカ

死体が

=jamazakino
ヤマザキノ

山崎の

=[to?]sobade
、ノバデ

そばで

[jama?]
ヤマ

tonnef[uno

トンネルノ

トンネルの

aIiUE =iEITa=wa"tta ano: =mitskatta=Q

アノー イタイガワカッタ＞ アノー ミツカッタ
あのう 遺体が オつかった，あのう 見付かった

ｰ

=tte =jlII: =kpmb taifrmVa t:9kori =
－1

．

ツテ ユー コトオ タイチョーガ トコリ
って いう ことを隊長の ところへ

ano：

アノー

あのう

[k9t]
〔コツ〕
〔骨〕

一

so:desln=Jo
ソーデス ヨ

そうですよ’
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－、
Itoji1de: =taitjo:wa
シトァデ タイチョーワ

伝えたので隊長は

－、ム
=[jo?]ulreJk,te:

ウレシクテ

嬉しくて

5〒

＝solde

ソイデ

それで

=soid3a･
ソイジャー

それでは
、

－ 叉
wa[ewareYa=km[[uj.inda:=h3tlid30: ,de: orE=gFfan =
ワレワレガ クルシンダーハチジョーデーオリエ ソグヮン

ヘ･

我々が 苦労した 八丈で それをそのように
、』

tejuI;=akede=minnade=hanajiat'te: daIEI =｢Emat?1=
テユーアケデ＊ ミンナデハナシアッテー タ＊イタイ 〔キマッ〕
という 訳で ゑんなで話しあって だいたい 〔決まつ〕
* [w]が[u'x]から切れ目なく続いたため落ちたものであろう。

、4k9koe=od3a[o =k9towa=kimatte=03axmttli:ja: (EXhA･)、ムkokoe＝od3a[o ＝kotowa＝kimatte＝o3aImttIi:ja： （6AhA･）
ココエオジャロ コトワ キマッテオジャルッチーヤー。 （はは一）
ここへおいでになることは決まってらっしやるそうです。

dOXite =ifrib:
ドァイテ イチオー

ですから 一応
一ノ

lqU ~，，

uIre｣1Yat[e =no:

ウレシガッテ ノー

嬉しがって ねえ･

=deriwa
テンワ

電話を

nikaimo

ニカイモ

2回も

＝｣､tara
シタラ

したら

=hido:km

ヒドーク

大変に
、＆
(“:）
(はん）

so:jm;
ソーユー

そういう

onnaj.i =ikkmikkmni･

オンナシ イックイックニ－

同じ 行きついでに

=,x3kamademo
，、カマデモ

墓までも

=tskuItte

ツクッテ

作って

tJanto
チャント

ちゃんと

＝O1te

オイテ

おいて

=moJatte:

モラッテー

もらって

aJiYatakJkJa =ttejm: =kotoo=J･RE =03aIoX =Ya=
アリガタッキャ ツテユー コトオシッテオジャロァ ガ，

ありがたい っていう ことを言っておいでだったが，
、ム

demwa'demo (K･) doIIYa=niEi=deIIIwarfE # haiiayi=
デンワデモ。 （あ(） ドァガニカイ デンワシテ ハナシ
電話でも。 （ン） けれど 2回 電話して 話を
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、~乳

JEroX =Ya taitIo:san,to (") # dzmYalri=ul[ejkul=
シタロァ ガ， タイチョーサント。 （はん） ズガン ウレシク
しましたが， 隊長さんと。 どんなに嬉しく

o3EIJuI =ka=,kadzokumo=ltodemo =,ts･tte=od3axm =
オジャル力。 カゾクノ シトデモ ツッテ オジャル
おいで か。 家族の 人でも 連れて おいでになる

ka=dOna=ka=ano=blutaiwa

力， ドーダ力。 アノ ブタイワ
か どうだか。 あの部隊は

、ム
｢証＝o詞元i,te:
シトデオジャロイテ－．

人で ございますから。

='dzem:bm

ゼンーブ

全部

=hokkaido:no=

ホッカイドーノ

北海道の ~

Msofan =daxaJiYinaxaMsoYan ＝daﾕaIiYinaｴa
ソグヮンダラリギナラ。
そう らしいね。

=hokkaido:

ホッカイドー･・

北海道……

'dzem:buI

ゼンーブ

全部

T

MwaZa=,nm: =sOTIb=jtoX ik!teI!JIfI =t9kiwa =no･=
ワラ ヌー ソノ シトー イキテシル トキワ ノ,－， ~

私は また その 人を 生きている 時は ね，
、4 、

oEi:nakka (?6:)笑[ja],jatJosaOge:Iae!mo･ asmdde=
オビーナッカ。 （ん） ヤチョサンゲーシャエモー アスッデ
知らないよ。 八千代さんの家などへも(来て)遊んで

ItoX=Ito=doXite:
間

シトァ シト ドァイテー。

いた 人 だから。
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Ｔ km:!#andan
<

クーグヮンダヌ。
こんなだろう。

kaladailamo =,k9: 'fande
カラダイシャモ コーグヮンテ

体なんかも こんなで

'9a:t: ,tliri =
O

ガーッーチリ

がっちり

ItoX
シ卜

した

①tstIi:no=gtono=
フツーノ ヒノ

普通の 人の

=Itodara[a
ｧ シトダララ。
人でした。

kaoilawa =honton
カオイシャワ ホントン

顔なんかは 本当に

baimo=armgmrJ": =[9ant],gaI]kodoli
バイモアルグリャー ガンコドァ

倍も あるぐらい 頑固な

,gatt｣並idoX＝Jt9tや＝
ガッチリドァ シトテ

がっちりした人で

(?A4:)
(あは一）

=3a
、や

ミンヤ

よ'

=wailamo

ワイシャモ。

私たちも。

obi:toX

オピートァ

知っていました

03arara.

オジャララ。
ございました。

isIoYa[m]a:kagmrokte =honton nio:samademo
く o

イロガ アーカグロクテ ホントンニオーサマデモ

色が 赤黒くて 本当に 仁王様でも

=Inl[oYaN

ミログヮン

見るような

gand30:na =Ito
ガンジョーナ＊ 人……

頑丈な 人･ ･…・
＊樫立方言ではガンジョードァとなる。 ‐ ドアに代わって東京共通語の‐ナが
現れわている。

、＆
M [9．]waIemo[sa?]saipakaIa =k1 ,te: ,k｡9,k℃ni=smmaJIo: =

ワレモ サイパンカラ キテー ココニ スマロー

私も サイパンから来て ここに 住んだのを
~ﾌ、
一

ome:fa:wa =obve:ta =ka

オメャーシャーワ オビェータ 力。
あなたたちは 知っているか？
、‘

T o: =obi:toX =3a
オーオビートァ ジャ

ええ知ってますよ･
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封
o： ＝waiJa： ＝kokode･x9 ’wa:Ya＝'1emo＝'sannimmo＝
オー ﾜｲｼｬｰ ココダラ｡ ﾜｰｶﾞ ｲｴﾓ ｻﾝﾆﾝﾓ
ああ， 私たちは ここだ。 私の 家も 3人も

、 、‘ 、
閏 乳 到

,kjtaIa'ra： （A:） ene＝he:tai'Ya： 9，9＝kJm:Jm:no＝
キタララー， （あ一） あなヘータイガー。 あなキューシューノ
来たつけなあ あの兵隊が。 あの九州の

M

~

=lto3Ia:mo
シトンシャーモ

人なんかも

Ito3Ja:Ya
シトンシャーガ，

人なんかが

naYanokenno
ナガノケンノ

長野県の

ItodoX
シトドァ

人だという

sannil] =kiEIa=[o]ono=3ibmn=daIannm:=wa○

サンニンキタラ オノ ジブンダランヌー ワ｡
3人 来た。 あの時分 だろう。

~ナ
ー

soiande =od3arannm: =wa=no:
ソグヮンデオジャランヌー ワ ノー。

さようで ございましょう よ れ。
､

9:？ ＝9,9 ＝ma面fo A: # [A]soid3a:
あ－， あな， マルボ･ ･ ･＊ あ一 ソイジャー
ああ， あの 死ぬ… ああ それじゃ
＊もう帰りかけているので，言いかけて打ち切る。
~刀
／

a: sora=do:mo mata: kondo eimao=go:3atte =
アー。 ソラ ドーモ。 マター コンド ヒマオゴージャッテ
ああ。 そら どうも。 また こんどお暇をみられて

、

叉
,dzehi ha面而=Itetamo:slija, jIe: (……不明瞭…･ ･) a.
ゼヒ ハナショ シテタモーリヤレー。 アー，

ぜひ 話を してください。 ああ，
、L

soi3a =do:mo=okaYesama,de: dOmo=do:mo

ソイジャ ドーモオカケサマデー。 ドモ ドーモ。

それじゃ どうもありがとうございました。 どうも どうも。

T

M

T
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第3章樫立方言の音声

1． 生活語音

1） 生活語音とその具体音相

樫立の方言生活を支えるものは，あらゆる言語形式の一切である。言語
形式は表現形式と言うこともできる。表現形式の外形を作り上げる素材と
して生活語音を認めることができる。 日本の諸方言と同様に，概略音声
学でいう音節に該当する具体音相を示す単位が基本となる。 ~この単位を生
活語音と呼ぶことにする。当該の方言生活者には通常これ以上はもはや分
割し得ない音声認識の単位である。生活語音は術語として長すぎるので，
以下，略して語音と称する。当該方言では語音に，短語音と長語音の2種
を認めることができる。
樫立の語音として以下のものが認めうる。具体音相は［ ］内に示す。
/f [i]・東京共通語のイと同様。
= [e, je]・先行の子音を口蓋化させることが多い。語頭では，音声学
的には2音節と認められる[ie]の発音をする人もあるが，通常は
[ie] [je]程度であるか, [e]である。 [ie] と発音をしていても，
発音者自身は1語音と自認し， エと認めている。

7 [a]・東京共通語のアと同様。
オ [o]･東京共通語のオと同様。
オァ[oX][08[[oX][o:]など2重母音(I1寺に開いたオの長音） としての具
体音相を示す。オー[o:]に極めて近く聞える場合があるが，樫立方
言の話し手たちは，そういう場合でも聞きわける。オァは長語音。

ウ [m][m]｡東京共通語のウと同様。

ヤ [ja]東京語と同様。
= [jo] "
JI [juI] "
ヨァ[joX]など｡ [jmX]の発音になる時もあるが，語音としてはヨァと

認められる。
D [wa]｡ [w]音が弱い場合があり [a]に近く聞える場合がある○特
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に助詞ワ [wa]の[w]が弱いか落ちる場合がある。
上 ［噂i］ ［hi]。 ［●］は弱い場合が多い。
'､ [he]･
ハ [ha]･語頭で無声子音の前にあると［x§］ ［x･］となることがある。
ホ [ho]・
ホァ[hoX] [ho5] [hoX]など。
フ [<pu']・
ヒャ[●a]・
ヒョ[eO]o
ヒュ[Cm]。

ギ [9i] [Yi]・語中では[Yi]が多い。ごく稀に[O]音の後で[ni]を
聞く。

ケ [9e] [Ye]・語中では[Ye]が多い。
ガ [ga] [Ya]・
ゴ [go] [Yo]・
ゴァ[9oX] [YoX]など。
グ [9m] [Yu']・
グヮ[@a] [fa] [96a] [Y6a]・
ギヤ[9Ja] [YJa]・
ギョ[9Jo] [YJo]・
ギュ[9Jm] [YJuI]｡

E [pi]・
/R [pe]・
パ [pa]・
ポ [po]･
ボア[poX]など。
5f [pm]・
ビヤ[pJfE]･
ピョ[pJo]･
ピュ[pJ''I]d

キ [ki]。 ビ [bi]・
ヶ [ke]。 ベ [be]･
" [ka]｡ （ [ba]。
z] [ko]・稀に[qo]･ ボ [bo]・
コア[koX]など。 ボア[boX]など。
ク [km]。 ブ [bm]｡
クワ[#a] [k6a]。 ビヤ[bJ記]・
キャ[kJa]。 ビョ[bJo]｡
キヨ[kJo]。 ビュ[bJm]・
キュ[kJm]｡
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[de]。
[da]。
[do]。
[doX]など。

テ [te]・
タ [ta]・
I､ [to]・
トァ[toX]など。一

ノ

デ

ダ

ド

ド

ジ [d3i] [3i]。 シ [li]･
ジャ[d3a] [3a]。 シャ[Ja]｡
ジョ[d3o] [3o]。 ショ[Io]･
ジョア[d3oX] [30X]など。 ショァ[.IoX]なと
ジュ[d3m] [3m]。 シュ[Im]。

チ [tli]o稀に[ti]。例えば， オジャルッチーヤ《おいでになるそうだ》
が[-tti:] [-tic･]のように発音されることもある。

チャ[tla]･
チヨ[tJo]・
チョァ[tloX]など。
チュ[tluI]。

ゼ [dze] [ze]。
ザ [dza] [za]｡
ｿ、 [dzo] [zo]・
ゾァ[dzoX] [zoX]など。
ズ [dzm] [zm]。ごく稀に[du'] :例えば，ズグヮン《どんなに》は
[dzmiaN] [dzm6aN] とも[duliaN] [dul@aN]とも発音される。

ツア[tsa]･例は少い° フッツァガル[bmttsaYaru']《ぶつ下る》。
、、

､y [tsttI]｡

[se]｡ [Ie]老年層に聞かれる。 ソァ[soX]など。
[sa]｡ ス [sm]。
[SO]o スヮ[:a] [s6a]。
[ri] [Ii]｡ [[]は軽打音｡ [J]は無摩擦継続音。

セ

サ

ゾ

リ
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イ③》

し [[e] [Je] [JJe] [[Je]・
一 F 可 「 可

フ Lra｣ LJa｣｡

ロァ[[oX] [IoX]など。
ル [rm] [m']・
リャ[rJa] ['Ja]・
リョ[rJo] [JIJo]
リュ[rJm] [JJIu]｡

2 [mi]。 二 [ni]･
メ [me] [mJe]。 ネ [ne] [nJe]･
マ [ma]。 ナ [na]･
モ [mo]。 ノ [no]・
モア[moX]など。 ノア[noX]など。
ム [mm]。 ヌ [nm]･
ムヮ[ma] [mOa]。 ニャ[nJa]・
ミヤ[mJ"]。 ニョ[nJo]･
ミヨ[mJo]。 ニュ[nJm]・
ミョァ[mJoX]など。
ミュ[mJm]。

後続音の影響でさまざまな鼻子音・鼻母音となって現われる。あ
いづち音として[m][In] [5]などとして用いられることが多い
が，その場合は生活語音（語音）でなく，準生活語音（準語音）に
属するものとする。
後続音の影響でさまざまな有声／無声・閉鎖／摩擦の内破的子音
としての具体音相を示す。

一

各語音は，引きのばすことができる。樫立の話者たちは， このことをナ
ガメルと言っている。例えば，語音力はナガメルとカーとなる。音声学的
には引き伸ばされたのは, [ka]の[a]であるが，話者たちはそのように
受けとらず， 力そのものがナガメラレたと受けとる。これは当該の方言の
話し手に限らず日本の諸方言にも共通するところであろう。
本来，長語音であるオァ， コア， ノアなど二重母音の具体音相を示す語
音とン及びシを除き各短語音は対応の長語音を持つ。除外した3種の語音
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も具体音相として引き伸ばされることはあるが， この場合の引き伸ばしは
イントネーションやプロミネンスの具体実現相の一つとしてとらえるべき
現象とするのが妥当であろう。
長語音は音声学的には，対応の短語音の有する母音を長母音とすること
によって得られるが，一つの例外がある。それは[e]を有する短語音に対
応する長語音の場合である。例えば， レに対するレーは［“］ ［“･］など
となる。ただし， これは老人層の場合であり，高年層以下になると ［“］
[“･］の発音はほとんど聞かれず, [[i:]となっている。即ち完全にリに
対応する長語音リーとなってしまっている。

2） 具体音相に見られる母音の無声化と脱落

｢八丈島の言語調査」 （国立国語研究所，昭和25年発行, P. 125)によれば，樫立
方言は，他の八丈島方言の話者たちに，①ていねい・純朴，②昔の言葉を
使っている，③独特のことば，④全然ちがう，⑤早口，⑥舌切れ，⑦ズー
ズー弁，⑧聞きづらい，⑨うるさい．荒い．強い聞きづらい， と評されて

j
いる。また樫立の人たちは[kぐ?Jtatewa: tl'9kkiIi tIQkkiJidoXdenoX]

ノ
カシタテワーチョッキリ チョッキリ ドァデ ノァ。 《樫立はチョッ
○× ○ ○
キリ， チョッキリなんでね》 （女・明後，他） と自評している。 この自評と
一致する前掲の他評は⑤⑥⑧⑨となろう。筆者はこのような自他一致した
批評（方言特徴に対する意識）は，樫立方言の特異な（程度の進んだ）母音無
声化（しばしば強い出笂aspirationを伴う）ないし母音脱落に帰せられるとし
た（『八丈島樫立方言の母音の無声化と脱落』〔｢音声学会会報」第163号， 1980年3
月〕参照)。次に掲げる表は，第2章のMT会話中，東京語でもふつう，そ
れぞれの母音に関し無声化ないし母音脱落が起こりうる音声環境を除い
て，すべての無声化母音と母音脱落の出現した音声環境及び母音別出現回
数を示したものである。
この表より，次のことがわかる。音声環境[t-k]において最も多く，
[e,o,a]あわせて27回。ついで[h/x-k] 19回, [k-t] 17回, [k-ts]
16回, [k-k]14回, [t-t]14回, [k-I]6回, [s-k]6回, [t-s]5回，
[h/x-tJ]5回, [tJ-k]2回, [s-ts]2回, [k-tl] [k一#] [t-h/x]
[t-I] [t-ts] [s-t] [1-t] [I-tJ]においてそれぞれ1回現われてい
る。以上の音声環境では，東京語と同じく樫立以外の八丈方言においても
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母音無声化の音声環境と母音別出現回数
－

~u!i: liiji'f Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
■
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Ｉ
Ｉ
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Ｓ

Ｏ
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ｏ
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２

８
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ｅ
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ａ

ｏ

Ｏ

。

ｅ

ｏ

ａ

ｏ

Ｏ

ｃ

ｏ
ヘ
リ
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【
》
《
院
Ｕ
Ｆ
へ
Ｊ
句
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“

ｋ

ｌ

ｅ

ｏ

ａ

ｏ

Ｏ

。

ａ

ｏ

Ｏ
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r/J
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Ｓ
ｌ
Ｉ
ｌ
幅
可
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ｋ
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l
l
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’
１

｜ ｜
｜ ’

ノ

g/Y

’ ’
》
Ｙ
－
ｄ

~~’d3/3

｜
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m l l Q ｣ |
。 ｜職｜
’ l l l
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１
頭
~
ｒ
ｒ

’

， Ⅲ
' ’１

上
自

[表の見方］ 例えば, [k-k] (直前音[k],直後音[k]) という音声環境では, [e]
O

が3回, [a]が5回, [o]が6回出現したことを示す。
O C

[注］ 母音脱落の例は僅少なので，該当の母音の無声化されたものに含めて数えて
ある。

§ 1 4 5 9 1

号 1 ’ 1 1
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[i,m]の狭母音の無声化ないし脱落が見られるのは普通であるが，樫立方
言では[e, a,o]の半狭母音ないし広母音においても無声化ないし脱落が
しばしば起こっている。また，東京語と同じく，樫立以外の八丈方言にお
いては，直前か直後に有声音が存在する音声環境では，母音の無声化は通
常まず起こり得ないと考えてよいが，樫立方言では[k-n][9-t][t-d]
[tI-m]等々の音声環境でも，母音の無声化が起こり得るのである。

3） 話者による語音表記の一例

樫立方言は言うまでもなく話し言葉であるから，それを日常生活におい
て書き表す必要はない。したがって，いざそれを話者たちが書こうとする
と，色々の苦心が払われるのである。筆者が， 当時，老人会の会長であっ
た伊勢崎頼母氏から頂戴した手紙の余白に記されていた島ことばはこうで
あった。

コゲィタソジャ カラダワウキヲツケヤレヨイﾅｶﾖｸｼﾔﾚヨイ
アバヨイ ノウオジャレヨイ マチイタ､ノイテ

これを筆者の片仮名表記・音声表記・共通語訳を示せば次のようであろう
かと思う。

ノ
コギエタソ＊ ，ジャ。 カラドァ キオツケヤレ ヨーイ。 ナカヨク
ヘ･ ○ ×

、、
~当

シャレ ヨーイ。 ノーオジャレ ヨーイ。 マチータソイ，テー。
O

’
koYiet?so,d3a kaJIadoXkiotskejaJIe,jo:i nakajokmjijare,jo:i

、赴

’no:od3aﾕe,jo:i matIi:t4soi,te：
＊小宮山才次氏（|ﾘl治36年生まれ。樫立に生まれ育ち，青年期より三根に移住。
元八丈町教育長。以下K.S.氏と略称）によると，氏の樫立在住中はコギエ

ヘc

はコゲーであったという。

お寒うございますね。体をお気をつけくださいよ・ 〔夫婦〕仲良くして
くださいよ・またおいでくださいよ・お待ちいたしておりますから。

伊勢崎氏の苦心は，ギエ[YIc]をケイ， ドア [doX]をダヮウとしてい
へ●

ることに表れていると思う。

2． アクセン ト

第2章のMT会話の中から， イントネーション及びプロミネンスの影響
を受けていないと判断され， しかも， より大きないわゆる準アクセント節



79

に包含されていないと見なし得る2拍のアクセント節について7つを抽出
し，高低配置頻度について検討を加えてみよう。

MT計

《まだ》 マダ 3 6 9
マタﾞ 0 0 0

《もう》 ハヲ 1 2 3
天ラ 2 1 3

《ここ》 ココ 9 4 13
コ。 0 0 0

《あそこ》 ウク 5 1 6
ウク 0 1 1

《私が》 ワ万 1 0 1
ワガ 1 2 3

《まあ》(間埋詞） マ=,=0 0 0
マー 3 1 4

《ぜひ》 ゼヒ 0 4 4
ゼヒ 0 1 1

上表を見てわかるように，各形式が全く何らの一定傾向もなく発せられ
るのでなく，各形式は， (1)○○の頻度の高いもの， (2)○○の頻度の高いも
の， (3)両者の頻度がほぼあいなかばしているもの， の3種になる。すなわ
ち， (1)には， マダ， ココ， ウク，ゼヒ， (2)にはワガ， マー， (3)にはハラが
属すことになろう。
いわゆる“崩壊一型”とか“無アクセント”といわれる八丈語について
も，上記のような傾向に目を向けることが必要であろう。このような傾向
を知るために， 自然会話資料であっても高低関係を表記しておくことは意
義のあることであろう。こういう明確とは言えぬがおぼろげながら存在し
ている傾向が，やがて“有アクセント”へと発展していく萌芽ではないで
あろうか。
1973年樫立を初めて訪れた折に， 当時高校3年生であった伊勢崎民子さ

んにアクセントに関連して， 内観による考察をして貰ったことがある。筆
者が民子さんの名前を色々な高低配置で数回ずつ言い，それぞれの発音に
ついて，不自然か不自然でないか， どんな時にそう言われるかなどを答え



80

てもらったのである。結果は次の通りであった。
①タミコ 別におかしくない。一番ふつう。
②タミコ 別におかしくない。一番ふつう。
③タミ。 おかしい。 この言い方はない。
④タミコ 別におかしくない。ふだんこう呼ばれている。
⑤タミコ 別におかしくない。一番ふつう。
⑥タミコーー父に叱られる時。あとへソコエスワレ とつくとぴ

ったり。

⑦タミコー お母さんが「御飯だよ」と呼ぶ時のようだ。
⑧タミコー 大きい声で呼ぶ時。
このことから次のことが言える。
(1)決定版とも言うべき自己のアクセント型を持っていない。
(2) 高低差の著しいアクセンI､には抵抗を感ずる。
(3) イントネーションとしての高低関係はかなりよく理解できる。

3． イントネーション

1） 文末イントネーション

イントネーションが豊かに展開するのは文未部においてである。樫立方
言においては，概略次の11種の文末イントネーションを認めることができ
る。

a，文末平板普通型

文末部が特に高調になったり低調になったり，強められたり，長められ
たりすることのないもので，おちついた，おだやかな心持ちを表現する。
オクサーン。オメャーガソグヮンドァコトァ シナクテ ヨケダラ。0

0 0

奥さん。あなたがそんなことをしなくていいのですよ。 （男・明後→筆
者の妻。老人会の宴の終り頃，片付の手伝いをし始めたら。これは，
たしなめる調子でなく，そんなに気を使ってもらってという気持も多
少はたらいている）
シンピャーシタレドーニデネツモサガッタシ， ハフ シンピャーワー

~インニャー。心配したけれども， 熱も下ったし， もう心配はいらないよ。 （男．昭
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初→筆者に。子供に言う場合の例として）
＊「シタレドーニは，老年層ではシタレドーモという」 (K.S.氏)。

オカゲサマ。

お蔭様。 （店でよく聞かれる。買物を済ませた客が店の人に。 「じゃ，
どうも」ぐらいの軽い社交表現の一つである。

b.文末下降普通型

文末部において下降があるが，文末の語音が長められたり，強勢が加わ
ることがない。特にとりたてていう感情の動きを表現するものではない。
タマオサン。
たまをさん。 （男．明後→女・明中。すぐ近くにいて会話中に呼びか
ける）
ｿｸﾜﾝﾄｧﾀﾗ。
そうなんだ｡ (女・明中→男・明後。 自分の言ったことを， 軽く再確
認したもの）
レーゾーコイ イレテオコワ。
冷蔵庫へ入れておくよ。 （女・明中→女・昭初。鮮魚を預ってくれと
頼まれて気さくに応ずろ）

'C.文末高調引伸型

文末部の最後の語音を高調で引き伸ばす。引き伸ばされた語音の最後に
/f [i]が添えられることもある。人の家を尋ねる時，別れのあいさつ，な
ど社交表現においてよく用いられる。親愛の情・愛惜の念が示されるよう
である。

カー一。

(人の家を訪ねた時のあいさつ）~オジャリ ヤロ

おいでですか。

アバヨーーイo ヒッカスルナ ヨーーイ O
×

さようなら。 〔私のことを〕忘れないでね。 （長の別れのあいさつ）
イコグヮーーン。 [ikobaa: :]
行きましょう。 （相手をさそう気持が強い時に用いられる。あっさり
「行こう」という時は， イコグヮン。またはイコグヮン。となる）

d.文末高調引伸上昇型

文末高調引伸型と似ているが，終末部に上昇調が加えられる。ひどく感
心した時のイントネーションである。
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ノ
コトーー。
O

明中-→筆者。筆者の樫立言葉の発音が上手
ハツオンガジョーズドァ

発音が上手なこと.／（女・
だとほめる）

ノ
オミャーワ ジョースニ ジャーキ ヤルーー。
あなたは上手にしゃべりますこと／（女・明後→筆者。筆者の樫立言
葉をほめる）

e.文末低上昇型

文末の最後の低調の語音を上昇させる型である。この場合，その語音は
引き伸ばされる。上昇と引き伸ばしの程度は，話者の訴えかけ・応諾．同
情などの気持の程度に左右される。
ヨケガーーノ

いいですとも。 （女・明中→筆者。筆者が「島言葉を教えてください」
と頼んだ時の応諾のことば）

ネジ ソグヮンドァ モノワ ナッキャ ノァノ。

デンチバッカリデ ノア、4．
ねじ， そんなものはないね。 〔今は〕電池〔の時計〕ばっかりでね。
（女・大→男・昭初。農協売店で， 職員に， ねじ時計のねじについて
話している。前文で訴えかけ，後文でしめくくっている連文構造を示
している。後文のノアが下降調をとっていて，前文のノアの上昇調と
対照的である）

~

ﾉグヮンジャーマダアカンボーデカンニャーノ。
そんなじゃ，まだ赤ん坊じゃないか。 （男・大→筆者。筆者が， イクツ

ーー ー_一1－- 一__'一一 o

ニナリ ャロ， オメャーワ。《何歳になりますか，あなたは》と尋ね
られ， ヨンジューキューニ ナロ ワ。 《49才になります》と答えた
のに対し，からかって言う）
ハラガへツタノニーーノ。

腹がへったのに〔気の毒にまあ〕。 （女・明中→筆者夫婦。筆者らが辞
去しようとした時に，昼食も出さずにいたことを大変に申し訳ながっ
て言う。筆者の妻にも言う気持が働いて共通語的のノーが出たものと
思われる）
文末高上昇型

文末より2番目の語音(penultimate)の音調が高で， 次の最終の語音
f
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,(ultimate)から上昇調となる型であるo eの文水低上昇型と表現機能が似
ているが，高調より上昇が始まるため，訴えの気持が強く出て，相手にあ
いづちを打たせるとか，応答をさせることが多くなる。従って疑問音調と
しても使える。

ノ
クサノ ナッカ ドァイテ ノア。
O

草の中だからね。 (M→T･ 「お骨を発見したのは，雑草の生い茂った
中だったよ。大変なところだったよ」と共感を求める）

ノ
アッデスワン イツマデモネテアロー。
何でそういつまでも寝ているの。 （女・明中→筆者。文例として挙げ
たもの）

なお， このイントネーションは軽いいなすようなﾙ心答にも用いられる。
次のやりとりの応答にその気持が表現されていろ。

－－1一

A:シッカリ オリ ヤッタ。
－ノ

B:オビャ。
A:オーノ。

~ﾌ、
一／

B:ジッポンー。
A:たくさん織られました？
B:帯は〔たくさん織ったよ〕。
A:へえ。
B:十本〔織ったよ〕。

(Aは女・明後, Bは女･ IM中）
g.文末ステップ式特昇型
文末部の最終語音が特にステップ式に（階段を一段登るように）通常の
高調よりさらに一段階上の高さになるものである。上がって平坦の音調の
ものと，それに更に上昇調が加えられるものとある。後者は，驚きとか，
強い訴えとがこめられた場合である。ステップ式特昇型は疑問音調として
よく用いられる。

’一

アニョ サガシ ヤ。

何を探しているの？ （女・明中→筆者。筆者が電気ごたつのプラグを
持って， コンセントを探している時に言う）

、4 －
A:オメャーヨバッテ ミタラ！サー， オメャーガ オジャンジャロア
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~、
，ジャー。

－ノ
B;ガンジツニ ’ヤー。
A: トメテダラ ｮ。

A:あなたを呼んで見たらさあ，あなたが〔家に〕いらっしゃらなか
ったよ。

B:元日にかい？
A:朝早くだよ。

(Aは女・明後, Bは女・明中。元日なら自分は家に居たはずな
－ノ

のに， という驚きと訊かる気持がヤーにこめられている）
－|－

チョット ミセテ タモレ。
ちょっと見せてください。 （女・大→女・昭中。農協のカウンターで
職員に自分の預金台帳を見せてくれと頼む。ステップ式特昇が気さく
に頼む気持をも表わしている）

l－ －|－

シューｾﾝﾁｮｸｺ｡ ｾﾝｿｰｶﾞｵﾜｯﾃスグ。
〔あなたがお骨を発見したのは〕終戦直後〔でしたか〕？ 戦争が終っ
てすぐ・ 〔でしたか〕？。 〔T→M・棒読桑のような平板高音調が続き文
末の語音をステップ状に特昇する， このイントネーションは高年層以
下に特によく聞かれる疑問音調である）

h.文末ステップ式普通上昇型
文末部の最終語音を，先行する低音調よりステップ状に高音調にする型
である。gのステップ式特昇型よりはおだやかな驚き，訓りなどを示す｡ご
く普通の疑問音調である。ステップ状に高音調になってから上昇音調が加
わる場合があるが， これは訴える気持をさらに加味する。
オジャルノワ ショーガツーイチガツカニガツゴロオジャンナイ

ーノ
カ ノア。

おいでになるのは， 正月， 1月か2月ごろでございませんかね。 (T
‐→M)

オミワ イツ ワソ◎

お前はいつ行く？ （女・明中→男・昭初。母親が息子にいつ東京へ行
くのかと尋ねている）

， ムコー ミレバワカリャ ソ ガ。
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向こう 〔の台帳を〕見ればわかりはするが。 （女・大→女・昭中。農
協のカウンターで， 自分がすでに購入した生糸の本数と金額は，農協
の台帳を見ればわかるのだが， と依頼の気持もこめられている）

i .文末ステップ式降昇型
文末より第3番目の語音(antepenultimate)が高調，次の語音(penul-
timate)が低調，最終の語音(ultimate)が高調という型である。これは，
軽やかな， こだわりのない，気さくな気持， または軽い非難の気持が加味
された判叙文に用いられる。
キエー フレグチガ フレテキタ ヨ。 トシヨリガフレルカラ。
へ● O ○

今日， 〔老人会の〕連絡係が知らせて来たよ。年寄りが知らせてまわ
るから｡ (女・明中→筆者）
ハナガハカリェテオテタラ◎
花がもう枯れて落ちた｡ (女・明中→筆者）

オシメ アラウ コ~Fモデコズ， ヤクザダラ， ソノ ヨメヮ。
O

おしめを洗うことも出来ず， 役に立たない人だ， その嫁は。 （女・明
中→女・明後）

j ・文末下降型

文末部又は文中の句・節の最後の語音に特高調高調または普通調から
下降調をとらせる型である。断定・主張・同意要求の訴えかけ（あいづち
を要求する気持） ・驚き等を表現する。下降の開始音調が高ければ高いほ
ど．加えられた強勢が強ければ強いほど．断定・主張．訴えの力は強まる。
語音は引き伸ばされる。

－、綱
一割

’ワーガ ’イエモ ’サンニンモ Iキタラ’ﾗｰｰ。
－貢 、‘
(A:[間きてのあいづち])ヘータイ'ガー。
私の家にも三人も来たつけなあ。兵隊が。 (M→T･ 「よそのうちにも
来たが，私の家にも来たんだよ」と断言主張し，相手の同意を求めて
いる。そしてさらに， 「兵隊がだよ」と追い討ちをかけるように補足
する）

－、

函
マニャースグヮンデブックズレテナッケガ ’サー。 ［き:］

、

、ｿﾞ ﾝﾄｷﾆｬ キヤマノ ﾅｯｶ ダﾗ,ﾗｰ。
○ ○ 、

、N
今は， そんなで， 〔そこの切替畑は〕崩れて， なくなっているがさ°
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その時には草山の中だった。 (M→T)
－|－、‘
ロクマクー。
〔病気は〕肋膜〔炎だったの〕。 （女・明中→女・明後。 これは， ある
人の病気が肋膜炎であったということを相手の発言で初めて知った時
に発せられたもの）

k.上昇下降型

文末の語音が上昇し特昇調に達したのち，僅かに下降する。文末語音は
引き伸ばされ，強勢もいくらか加えられる。心からの感謝の気持を表して
いる。次の一例を得た。

図 一 一'一汚
アー。 、ノリャ オカゲサマデ。 ホン， トー。
ああ。それはお蔭様で。本当に。 (T→M)

2） 文頭イントネーション

文頭の語の第1語音を低調で引き伸ばす。その引き伸ばされた部分にや
や強勢の加えられることもある。 これは，常にとは言えないが非難・軽
蔑・自蔑・無念，なげやり的な気持などを抱いて，文を言い始めようとす
る時に起こりやすいようである。該当部に下線を施して表記する。
オーンナガシチニンモハチニンモアスッデアロ ワー。
女〔ともあろうもの〕が7人も8人も〔集っておしゃべりして〕遊ん
でいる。 （女・明中→筆者。樫立では女は織物でいそがしいから遊ん
でいる人など1人もいないのに，○○地区では女が無駄話をしている
と言って樫立女性の勤勉さと対比している）

3） 間投詞のイントネーション

間投詞には応答語と感声語が含まれる。間投詞のイントネーションとし
ては，下降・上昇・平板・昇降の4型を認めることができる。
下降型オー、4． はい．ええ．そうです・そうしましょう，等

アウ。 うるさい.／しつっこい.／等
オゾ。 連う ．いいえ，等
’

上昇型ヤ。 ええ・何て言ったの
オーーノ。ほう ・そうかい
オーノ。 ああ・そうだよ
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平板型オーーア。
ワーo
／一、

昇降型オー｡

それはまあ（驚き）
わあ（驚き）

ほほう （感心した時など）

4． フ･ロミネンス

樫立方言においてブロミネンスは，大別して次の3種となる。
a.語音の高調での引き伸ばし
プロミネンスを受ける語の1語音（第1語音か第2語断の場合が多い）を高

調で引き伸ばす。強勢も加わることが多い。引き伸ばしが長ければそれだ
け強いプロミネンスが加えられたことになる。
ウスデコズイ!ﾃ堅トフ万ラショ'三マーゼテ ク，ラフ'テタベタ

ー'一 ○
ヵI、 オモー， ムカーーシノ ヒトワn
O O ×

臼でこづいて， とうがらしに混ぜて， こうして食べたかと思う。昔の
人は。 （女・明中→筆者。昔， チンピと言って蜜柑の皮を食料として
食べた話をしている。ムカシにプロミネンスが与えられている｡[k#::]
と無声化母音で延長されているので一層際立って聞える）
ｿﾝﾄｷﾉ ｺﾄｱ ﾜレヨリ ﾎｶﾆｬｰ |ﾀﾞｰﾚﾓ ｜ ミーンナ

0 0 0

，ナッケジャ。
その時のことを〔知っている人〕は，私の外には誰もぷんないないよ。
(M→T・ダレとミンナにプロミネンスが与えられている）

b.語音の低調での引き伸ばし
プロミネンスを受ける語の第1語音を低調で引き伸ばす。やや強勢が加

わることもある。したがって，前述の文頭イントネーションが特定語詞に
プロミネンス的にかけられたものとしてもよい。しかしここでは，特定語
詞が卓立されるという点を重視し， プロミネンスとしてとり扱う。すなわ
ち文頭イントネーションの場合と|司様の感情を伴っての特定語詞の強調
を， このタイプのプロミネンスの機能と考えておく。表記も文頭イン|､ネ
ーションに準じて，該当部に下線を施すことによる。

、4
ダレダカ ﾜｶﾘﾉｰﾄ ﾜｰｸﾉ ﾅﾐｬｰﾃﾞﾜｶﾙﾜ,ケー｡
〔糸繰りを頼翠に来たのが〕誰だかわからないと， 〔糸枠に記されてい
る名前を見て〕わかる訳。 （女・明中→筆者）
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ワー， ワー， ワーー。 キビガワリー。 コリエー ワーガラ モッテ
ヘ●

ワシテ タバウ 力。

まあまあまああ，大変だ。これを私のために持って来てくれたの。
（女・明中→子供。 よその子供が親の代りに届けものに来た時。今の．
子供にはこのようには言わないようだが，昔を思い出しての語り）

C.促音と撹音の引き伸ばし
プロミネンスを受ける語の促音または携音を引き伸ばす。通常強勢も加

わる。 aタイプの一種と見てもよい。
カラダイシャーモ ，コーグヮンデ1ガーッーチリ シトァ シ下ダララ。O ○ × ×

体なんかもこんなで， がっちりとした人でした。 (T→M･ ガッチリ
のガが伸ばされ， さらにシも伸ばされ，すなわち[ga:t:tjiri]となっ

○

て強調されている）
、＆アフヲタイワ ’ゼンーブホッカイドーノ シトデオジャロイ,テー。O 〆

あの部隊は全部北海道の人でいらっしゃるから。 (T→M・ 「一人残ら
ず全部」という強調）

5． 準生活語音

樫立方言の音声生活の基盤をなすものは，生活語音である。それに現実
の会話の場において，生気を与えるのが， アクセントであり， イントネー
ションであり， プロミネンスである。しかし， これだけで，現実の場での
会話が円滑に行われるのではなく，生活語音ではおきかえられない音声の
存在が必要となる。 これは，相槌音，聞き返し音，間埋め音などとして認
められる。
a.相槌音

会話において相槌は，話し手に話す意欲を持続させる効用を持つ。話し
手も聞き手に，相槌を意識的・無意識的に要求しているものである。樫立
方言においては，文中の句末や文末でしばしば強勢を伴う下降調，時に上
昇調によって，相槌を求めている。これに対して聞き手は当然ながら応え
てやらねばならない。相槌請求の合図がなくても，聞き上手は相槌を適時
発する。 うなずくという動作と同時に発せられる場合も多い。もちろん，
オー， ハッハーと明瞭な生活語音が相槌に現われることもある。しかし，
常にこのような語音で相槌を打たれても，話し手は話しづらい。そこで次
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のような，語音に相当しない準生活語音（準語音）が登場する。
［A:， E:， g:， ひ: ，hA，hE,h9,6A,6E,he'6U，？A:' ？E: ，？e:，？U'x'も: '弓:，．
8照，砿:，略:， ？入:， ？弓:，m:］等。

そしてこれらには，前述の間投詞のイントネーションが与えられ，聞き
手の微妙な心理を話し手に示しているのである。話し手はこの聞き手から
送られてくる合図によってフィードバックされている。したがって自然会
話の分析において相槌音を無視したり， イントネーションを付せずにンな
どと表記することは妥当とは言えない。
必要に応じ，相槌音は次のように平仮名で表記することにする。
ぁ－[A:, P:’ 9:， U:， ？A:， ？E:， ？a:， ？o:］
は一[hA2,hE:, h3:, hb:, 6A:, 6E:, 69:, 6o:]など。
ん－［入:， 壱:， §: ’ 8:’ 6X: ’ 6§， ？入， ？も，m:］など。

b.間埋め音
間埋めは，話者の話し続ける意志の表示として聞き手を緊張状態におく

効用がある。この間埋め表示には，樫立方言では，生活語音でなる間埋詞
ソノ， ソノー， コノ， コノー， アノ， アノー， マー， オイドァ’ ソイカ
ラ， ソイデ，等）を用いることができる。しかしこれらの間埋詞は，それ
ら自体に具体的な表現内容を有せず，単に，話し手が次の言葉を探してい
る，次の言葉を発するべく思考中であることを表現しうれば十分なもので
ある。したがって間埋詞は，その有する語音の全部或いは一部を準語音へ
変えることが多い。例えば次の通りである。
ソノ→[seno]→[en9]
アノ→[3no]→[ene]
コノ→[kane]→[ene]
ゾィヵラ→[s9k9re]→[eker3]

このように[9n9]の段階になると， もはやどの間埋詞に相当するか（即
ち出自）は決めがたい。むしろ［9］音を準生活語音としてそのまま受けと
り，表記の際も平仮名を用いて生活語音との別を明らかにしておく方が望
ましい。以下に， 自然会話において観察し得た，準語音のみ’あるいは一
部に準語音を含む間埋め音を若干挙げておく。
[9nm] ぁヌ [3n9] ぁな
[ken9] かな [eks"e] あから
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~[3no:]
~~

~[sene]
｜
な
一

さ

あ~
ノ
〆
一
兵
ノ

あ

あ

あ

[e] [9:?］
[eU?]


